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リモコン機能ガイド 

TV/AV/ 丫 SP スイッチ: TV/AV モー ド時 I _^卜 

[YSPr よ " 

ぶ-ヒント 

外部機器を操作するには、 U モコンコードを登録する必要があります (74 ページ)。 


放送メディア切り曾えキー 

デジタル放送対応のテレビ/ DVD レコーダーで受信する放送^ディア 
旧 S 放送/ CS 放送/地上デジタル放送/地上アナ□グ放送)を切り替え 
ます。 


数字キー 

数字を入力します。 


EPG キー 

デジタル放送対応のテレビ/ DVD レコーダーでデジタル放送を受信して 
いるときに、電子番組表 ( EPG ) を表おします。 


メニューキー 

ニューを表示、終了するときに使用します。 


力ーソル ( A / v / く / >) キ ー /決定キー 

メニューを選択•決定するとさなどに使用します。 


録画番組キー 

デジタル放送対応の DVD レコーダーに録画したデジタル放送番組を表示 
します。 


曰重 (+/ — — 

YRS -3 日日日の音量を調節します (42 ページ)。 


消音キー 

YRS -2 日0日を消音します (42 ぺージ ) 。 


が部機器操作キー 

再生、停止など、外部機器の基本的な操作に使用します (77 ぺージ)。 



ディスク切り曾えキー 

HDD 付を DVD レコーダーのディスクを切り誓えます。 


電源((!)/1)キー 

YRS -2 日日0の電源のスタンバイ/オンを切り誓えますに7ぺージ)。 


電源 ( AV ) キー 

選択した機器の電源のスタンバイ/オンを切り誓えます (77 ぺージ)。 


電源 ( TV ) キー 

テレビの電源のスタンバイ/オンを切り誓えます (7 日ページ)。 


入力選択キー 

再生する機器を選択します (3 白ページ)。 


テレビ入力1/2キー 

テレビの入力]を選択します (7 目ページ)。 


テレビマク□キー 

テレビマク□を設定します (7 吕ぺージ)。 


TV / AV / YSP スイッチ 

U モコンの操作モードを切り誓えます。 


戻るキー 

前の^ニューに戻るときに使用します。 


チヤンネル （+/ —）キー 

テレビやビデオのチャンネルを切り誓えます (7 目ページ)。 


テレビ音量 (+/—) キー 

テレビのボ U ユームを調節します (7 目ページ)。 




テレビ入力切替キー 


テレビの入力を切り誓えます (7 目ページ)。 


/- 



テレビ消音キー/コードセツトキー 

テレビを消音します (7 目ページ)。 

U モ]ンコードを登録する （74 ぺージ)ときや、テレビマク□機能を使う （7 目ぺージ)とき 
に使用します。 

















































































































































リモコン機能ガイド 


TV/AV/YSP スイッチ： YSP モード時 


〔 TV/AV し 


[YSP f 


ホが線送信部 

U モコン操作時に、本 U モコンび赤外線信号を送信しますに日ページ)。 


電源(の/1)キー 


丫 RS -20 日0の電源のスタンバイ/オンを切り替えますに7ぺージ)。 


電源 ( AV ) キー 

選おした機器の電源のスタンバイ/オンを切り誓えます (77 ページ)。 


音量モードキー 

音量を抑えてサラウンド再生を楽しむときに使用します(已日ページ)。 


自動設定キー 

自動設定（ビーム調整十音質調整)するときに使巧します (32 ページ)。 


デコーダーキー 

サラウンドモードを選択します (47 ページ)。 


CH レベル キー 

各チャンネルの音量およびサブウーファーの音量を調節します(目8ぺ一 
ジ)。 


力ーソル ( A / ▽パ/^ )キ—/決定キ— 

メニューを選択するとをなどに使用します。 

メニ:!一画面上では、 ▲/▼/◄/ ►び力ーソル ( A / マ/<|/>)キーを表して 
います。 


テストキー 

テスト音を出力します(日7ページ)。 


チヤンネル （+/—) キー 

テレビやビデオのチャンネルを切り誓えます (7 日ページ)。 


曰里(+/—— 

丫 RS -2 日日日の音量を調節します (42 ぺージ)。 



消音キー 

YRS -2 日日日をミ肖音します (42 ぺージ)。 


外部機器操作キー 

再生、停止など、外部機器の基本的な操作に使用します (77 ページ)。 


II 


リモコン送信表示 

リモコン操作用の赤が線信号を送信しているときに点灯します。 


電源 ( TV ) キー 

テレビの電源のスタンバイ/オンを切り 
誓えます (7 目ぺージ)。 


入力選択キー 

再生する機器を選択します (3 目ページ)。 


テレビマク□キー 

テレビマク□を設定しまず (7 目ページ)。 


入カモードキー 

本機に入力される音声信号を選択します 
(日日ページ)。 


TV / AV / YSP スイッチ 

U モコンの操作モードを切 
り誓えます。 


戻るキー 

前のメニューに戻るとさに 
使用します。 


テレビ音量 (+/—) キー 

テレビのボ U ュームを調節 
します (7 目ぺージ)。 


テレビ入力1/2キー 

テレビの入力1/2を選択します 
(7 目ページ)。 


ス IJ ープキー 

ス U —プタイマーを設定します 
(已1ページ）。 


ビームモードキー 

ビームモードの設定を変更します (43 〜 
4已、4目ぺージ)。 


D 音声を重キー 

デジタル音声多重の設定を切り誓えます 
(日2ぺージ)。 


メニューキー 

テレビ画面に^ニューを表示、終了する 
ときに使用します(已己ページ)。 


テレビ消音キー/コードセツトキー 

テレビを消音します (7 日ページ)。 

U モコンコードを登録する （74 ぺージ）とき 
や、テレビマク□機能を使ラ （7 日ページ)と 
きに使用します。 


テレビ入力切替キー 

テレビの入力を切り誓えます 
(7 目ぺージ)。 
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ま全上のご注意 

孫前こ'必ずこの r ま全上のごま意 J をよく踰みくださし、 D 


ここにおした注意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々へのち害や財産への損害を 
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでも見5れる巧におず保管してください。 

■ 記号表示にごいて 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味びあります。 


AA 

「ごま意ください」といラま意喚起をおします。 

0 ®®®® 

「〜しないでくださし、」という「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」といラ強制を示します。 


■ r 警告 J と r ミ主意 J について 


下、誤った取り扱いをするとをじることび想定される内容を、危書や損書の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


電源/電源コード 


電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコ 
ンセントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き损くためです。 

化ず実行 


下記の場台には、ずぐに電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか5巧く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 ♦ 煙が出る。 

プラグを巧く ♦ 内部に水や異物が湿入した。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


Q 電源コー ドを傷つけない。 

♦重いものを上に載せない。 

♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

あ線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 


必ず AC 100 V (己 0/60 Hz ) の電源電圧で使用 
ずる。 

それ挡外の電源電圧で使用すると、火がや感電の原因に 
なります。 





〇 本機の STANDBY / ON スイッチでスタンバイが 
態にしてち、本機はまだ通電状態にあります。 

本機を完全にま電源か5切り離すためには、電源 
0 ず実行 コードをコンセントか5抜いてください。 


電池 

0 


電池を巧電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火がやけびの原因になり 
ます。 




電池か5ちれ出た液には直接规れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はずぐ 
に水で洗い流し、医師に柜談してください。 


分解禁止 


巧照宾止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けな 
い。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


A 警告 


この表のの欄は、「死！!!する 
可能性または重傷を負ラ可能 
性が想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、 r 傷害を負 
ラ可能性または物的損害び発 
生する可能性び想定される」 
内容です。 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室.台所.海岸. 7 jC 辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
参雨や雪、水がかかるところ 


水の混入により、火災や感電の原因にな D ます。 


0 


放熱のため本機を設置ずる際には： 

• 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 
• 怖向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因になります。 


巧用上のを意 


0 


放熱用の通風孔か5金属や紙片など異物を入れな 
し、。 

火がや感電の原因になります。 


〇 

化ず実行 


本機を落としたり、本機が破損した場合には、お 
ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用ずると、火がや感電の原因になります。 


接轴禁止 


雷び鳴りはじめた5、電源プラグには軸れ 
ない。 

感電の原因になります。 


〇 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
接触面が経年変化を起こし、本機のが装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


〇 

化ず実巧 


電源プラグのゴミやほこりは、定期のにとり 

除く。 


ほこりびたまったまま使巧を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A ミ主意 


電源/電源コード 

電ぉ 

長期間使用しないとをは、必ず電源プラグを 
] ンセントか5抜く。 

火がや感電の原因になります。 

プラグを巧< 

電池は極性表示(プラス+とマイナスー)に従っ 
MB Z . 正しく入れる。 

間違えると礙や液もれにより、火災やけびの原因にな 
必ず実巧 ります。 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手留止 

指定 L が'!■の電池は使用しない。また、種類の異な 
fX 1 る電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用し 
V y ない。 

禁止 破裂や液われにより、火災やけがの原因になります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ5 

户） なぃ。 

コードが傷つき、火災や感電の原因になります。 

禁止 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなど 
^ J に入れて携帯、保管しない。 

電池びショー ト し、破裂や液をれによ 0 、火災やけびの 
禁止 原因になりまず。 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差 
MB し込む。 

差し込みび不充分のまま使巧すると感電したり、プラグ 

0 ず^な にほこりびお積して発熱や火がの原因になります。 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れ 

f X 1 机、。 

破裂や液われにより、火災やけがの原因になります。 

禁止 

電源プラグを差し込んだとを、ゆるみびある 

1 コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火がの原因になります。 

禁止 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取り外 

破裂や液われにより、火災やけびの原因になります。 

化ず実行 


〇 使い切った電池は、自治体の条例または取り決め 
に従って廃棄ずる。 

必ず実行 


己 
























設置 

0 不ま定な場所や I 辰動ずる場所には設置しなし、。 

本機び落下や転倒して、けがの原因になります。 

禁止 


0 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び蜜あしたり内部回路に悪語響び生じて、 
火災の原因になります。 


0 


ほこりや湿気のをし、場所に設置しない。 

ほこりの巧積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 


他の電気製品とはできるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびおります。 

化ず実行 



移動 


を 

ブラグを巧< 


移動をするとをには電源スイッチを切り、すべて 
の接続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 


使用上の注意 


〇 

化ず実行 


再生を始める前には、デジタルサウンドプ□ジエ 
クターの音量(ボリ ユ ーム）を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


Q 音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 


A 

を意 


環境温度び急激に変化したとき、本機に結露が発 
生ずることびありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してくださし、。 


0 


業務用機器とは接続しない。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続ずる目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 


手入れ 


〇 

化ず実巧 


手入れをずるとをには、必ず電源プラグを 
巧く。 

感電の原因になります。 




お手入れずるときは、柔5かいなで乾巧きする。 
合成洗剤や化ぎぞうきんで巧いたりしない。 

色びはげた0、外装が損傷ずることびあります。 


0 


薬物厳禁 

アル コー ル-ベンジン-シン ナー などでが装をふ 
かない。殺虫剤をかけたりしない。また接点復活 
剤を使用しない。 


外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 


巨 















機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容 
易に手び届く状態でご使用ください。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場丽こよっては大変気に 
なるちのです。礎近所への配慮を充分にし 
ましよラ。静かな夜間にはルさな音でちよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わ0や 
すく、思わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量をむびけ、窓を閉めたり、へッドホンをご使用になるの 
を一つのちまです。音楽はみんなで楽しむちの、お互いに 
わを配0快適なを—活環境を守 D ましよ5。 


-本機のスピーカーには磁石び使われていま 
す。磁気の影響を受けるちの(ブラウン管テ 
レビ、時計、キャッシュカード、フロッピー 
ディスクなど）をラックの上に置かないよラ 
にしてください。 

-本機をブラウン管テレビの近くに設置ずる 
と、色ムラや雑音などび生じる場合びありま 
す。そのとさは、テレビとスピーカーを離し 
て使用して < ださい。 


強化ガラスの取り扱いについてのごま意 

天板ガラスは強化処理され、飛散防止フィルム 
を施してありますび、使いちを誤ると割れるお 
それびあります。ガラスび割れると破片び飛び 
散り、けびの原因になります。しソ下のを意事項 
をお守りください。 

-ガラスに物をぶつけるなど、強い衝撃を与え 
ない。 

-鋭利なをのでガラス面をまいたりしない。 

-強化ガラスに傷びつくと突然割れることびあ 
ります。傷びついたとさはまやかにお取り替 
え < ださい。 


Inte り / Beam 

「インテ U ビーム」 rintelHBeam」 は、ヤマ八株式会社の商 
標です。 


田 DOLBY 

DIGITAL 1 

ドルビーラボラトリーズか5の実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「PR 日 L 日 G に」およびダブル□記号皿 
は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


義 ctti 

Digital Surround | Neo;6* 

□TS および Neo: 日は DTS 社の登録商標でず。 


好 

AAC 护 

AAC □ゴマークはドルビーラボラト U —ズの商標で 
ず。政下はパテントナンバーです。 


08/937,950 

5,633,981 

己227,788 

己,299,239 

巳扫 4839] 

巳吕白7 236 

已，吕8己.4日8 

己，299,24已 

巳,291，已已7 

4,914,701 

5,481,614 

己，1白7,087 

巳,4巳1，9已4 

已，吕3己， 67] 

已，已9吕，已84 

己，4白0,170 

巳400 433 

日7/巨40,已已〇 

巳,781，888 

己，2曰斗846 

巳,2吕2，18曰 

已，已フ 9.43 曰 

日召/〇吕白，478 

己，2已扫.已8已 

已,3已7,已94 

08/巨78,666 

曰8/211，已47 

己，37已 .18 曰 

巳752吕2已 

98/03037 

5,703,999 

己，已81,6已4 

巳,394,473 

97/0吕87己 

日召/8已フ，日46 

0己-1呂3,白88 

已，已83,9白2 

日7/0吕874 

曰8/8白4,844 

已，已4扫.已74 

巳,274,740 

白8/0303已 

已，吕99.238 

08/巳06.72白 


⑥ 

世界に広く特許申請中の1 Ltd か5ライセンスを受けて 
います。 

© は1 Ltd の商標でず。 

EUPHONY 

A euphony (ユーフォニー)は ダイマジック社の商標 
です。 

HiDmi 

HDMI、H 日 Ml □ゴ、および High-Definition 
Multimedia Interface は、 HDMI Licensing, LLC の商 
標または登録商標です。 


r アクオスフアミリンク」はシャープ株式会社の登録商標 
です。 



「REAUNK」 は兰菱電機株式会社の登録商標です。 
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はじめに 


映画館にいるよラなサラウンド空間を実現するためには、いくつちのスピーカーをそろえ、リス 
ニングルームのあちこちに設置するのび従来のマルチチャンネルサラウンドシステムの常識と考 
えられてさました。その常識を巧ち破り、煩雑なスピーカーの設置や配線といったネガティブな 
要素を取りのぞいたのびヤマ八シアターラックシステム rYRS -2000」 です。 

YRS - 2000は、内蔵したサブウーファーおよびウーファーとルロ径スピーカーをアレー脂テ） 
状に配置ずることにより、ス U ムなデヴインと大迫力のサラウンドサウンドを実現していまず。 

ひとつひとつのルロ径スピーカーから出力される音声の遅延時間を微妙にコント□ールすること 
によって、ルロ径スピーカー全体でチャンネルごとに指向性の高い音声を作り出します(音声の 
ビーム化)。ビーム化された音声の指向性（ビームの角度)は、遅延時間を変えることによって調 
節しています。 

フ□ントち旧）、フ□ント左 （ L )、 サラウンドち ( SR )、 サラウンド左 ( SL ) のそれぞれのチヤンネ 
ル音声に巧して音声のビーム化を行い、投射されたビームは U スニングルームの壁に反射して視 
聴位置に向かいます。そして、ビーム化されたセンターチャンネル ( C ) の音声およびサブウー 
ファーを加え、已 .1 チヤンネルの U アルヴラウンドを創造します。 

これにより、まるで U スニングルームにいくつちのスピーカーを配置したかのよラなサラウンド 
空間を実現します。 

YRS - 2000の機能をフルに活用し、部屋いっぱいに広びる U アルヴラウンドの醒剛味を存分に 
お楽しみ < ださい。 


音声ビームイメージ 



仮想フ□ントスピーカー位置 


仮想サラウンドスピーカー位置 
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はじめに 


み 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター 

機能搭載 与8ページ 

音に指向性を持たせる （ ビーム化する）ことによ 
り、本機1台でサラウンド再生を実現します。 
(下のビームモードでサラウンド再生び可能です。 
参已ビーム • ST+S ビーム •S ビーム 
上記じ(外に、ステレオち生機能を搭載して 
います。 


HDM 腊載 

与19ぺージ 

… Ml 端子を、入力2つ、出力1つ、合計3つ装備 
し、 HDMI ケーブルを使って DV □プレーヤー/レ 
コーダーなどと簡単に接続することびできます。 
また、 IJ ンク機能に対応しているテレビと組み合わ 
せれば、テレビの U モコンで本機を操作できます。 


自動設定機能(インテリビーム） 

拾載 =>30ぺージ 

サラウンド環境の設定を、付属のインテ U 
ビームマイク搞性能測定用マイク）を使用し 
て自動で行うことびで舌ます。ビームの向 
さ-音質を設定し、お使いになるお部屋に合 
わせて最適な視聴空間をつくり出します。 


コード設定機能付リモコン 

U モコンコードを設定することにより、付属のリモ 
コンでテレビ、 DVD (ブルーレイ 、 HD DVD ) プ 
レーヤー/レコーダー、 BS デジタル/ケーブルテ 
レビチューナー、ビデオデッキを操作できます。化 
上デジタル放送対応のテレビや HDD / DVD レコー 
夕'一の I 」モコンコー ドち設定することびでさます。 


マイヴラウンド機能搭載 

U スニングポジシヨンび本機から近かった 
り、 U スニングルームび狭いなど、ビーム 
によるサラウンド効果び得られない環境で 
ちサラウンド感を演出します。 

「マイサラウンド」は、株式会社ダイマジックの 
EUPHONY 技術とャマノけ朱式会社のビーム再 
生方式とを融合し、最適化した新機能です。 


を駭な音響技術に対応 

し U 下の信号方式に対応したデコーダーを搭 
載していまず。 

参ドルビーデジタル 

DVD やブルーレイディスク 、 HDDVD 
び標準採用している音声フォーマットです。 

参 DTS 

DVD やブルーレイディスク 、 HDDVD 
び採用している音声フォーマットです。 

• AAC (アドバンスト-オーディオ’コーディング) 
BS デジタル放送や地上デジタル放送び 
採用している音声フォーマットです。通 
常の2チヤンネルステレオ音声に加え、 

已 . 1チヤンネ J レのサラウンド音声やを言 
語の放送を可能にしています。 

上記に加え、2チヤンネルソースを己.1チヤンネルに 
化張して再生するドルビープ□□ジック、ドルビー 
プ□□ジック II 、 DTSNeo : 日を搭載しています。 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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はじめに 


み 本書の記載について 

- 本書は YRS - 2000の設置.接続および操作方法について説明しています。ラックの組み立て 
に関しては付属のセットアップガイドを参照してください。他の外部機器の操作方法について 
は、さ機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどちらでち操作できる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載し 
ています。 

では操作-設定を行ラ際に留意すべさ事項、 :お-ヒント では知っておくと便利な補足情 
報を記載しています。 

• 本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一 
部異なる場合びあります。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了承ください。 


み 効果的なサラウンドのために 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するといラ特性上、が下のよラな環境では十分な 
サラウンド効果び得られなかったり、まったく得られなし)場合びあります。 


• ビーム経路上に壁びない部屋 

• 壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

• 部屋の大ささび幅 3 m 〜 7 m 、 奥行さ 3 m 〜 
7 m 、 高さ 2 m 〜3.已 m にあてはまらない部 
匡 

• 本機か5視聴位置までの距離び1 .8 m 未満の 

+曰厶 

场口 

• ビーム経路上に出っ張った家具などの障害 
物びある部屋 


-壁に近いところに視聴位置びある場合 
• 視聴位置び本機の正面にない場合 

ぶ-ヒント 

-「マイサラウンド」 （4 已ぺージ)を逞択していると 
さは、上記の環境でをサラウンドをお楽しみいた 
だけます(視聴位置び本機の正面にない場合を除 
<)。 

-「ステレオ」 （49 ぺージ)を選択しているときは、 
上記の環境に関係なくお楽しみいただけます。 
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はじめに 


皆付属品を確認ずる 

同おされている付属品びすべてそろっていることをご確認ください。 


リモコン：1個 
(巻頭） 


セツトアップガイド：1枚 


浸)。©© 

H 口_攝口 

口管*写 
□ □ □ □ 
囚回回 
囚回回 
回因回 

I lOrt)^ 卜，1う〔1 B J 

;鐵 

己己己 

M >レに utM Tvtaim 

ロロ ロ 
f 夕 I け」 f*l 

r^n ，田 I II — I 

口回口 



単3乾電池: 2本 
に日ページ） 



インテリビームマイク： 
1個/ 6 m (30 ぺージ） 



簡易マイクスタンド： 

2枚1セット （31 ベージ） 



光ファイバーケーブル： 

1本/1.己 m (1 目べージ） 



ビデオ用ピンケーブル(メニュー表示用): 
1本/1.已 m (1 日べージ） 



ステレオピンケーブル： 

1本/1.已 m (19 ベージ） 



(白/'赤） 


'ぶ-ヒント 

• 付属のケーブルは、接続状況により余る場合びあります。 

-音声巧の付属ケーブル(ステレオピンケーブル-光ファイバーケーブル)のラち、ステレオピンケーブルは 
アナ□グ音声信号を、光ファイバーケーブルはデジタル音声信号を伝送します。 


本機にはラックシステム組み立てのため、じ(下の部品が同個されています。すべてがそろつ 
ていることをご確認ください。詳細についてはセットアップガイドを参照してください。 

•本体 •天板ガラス •底板 •後板 •支せ （ X 3) 

•棚板 •中板 •取付金具 （X 3) •棚受けダボ （X 2) 

•ネジ(ル） M 4 x ]0 mm ( x ]8) .ネジ(大） M 已 x 30 mm ( xg ) .ワッシャ ー( x 9) 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 














































サラウンドサウンドを楽しむまでの流れ 


1 本機を組み立て、リスニングルームに設置します。 1| 

、 r 組み立てる」（セットアップガイド)、「設置する」 （] 己ページ） J 




f 2 本機をテレビやその他の外部機器と接続します。 > 

1 r 接続する」（セットアップガイド、 ] 8ぺージ） 





3 リモコンや設定•操作の準備をします。 

「 U モコンの準備をする」 （2 已ページ） 


\ 

J 





4 自動設定(インテリビーム)で、本機を使うための設定をします。 > 

r 本機を自動設定する（インテ U ビーム)」 （30 ページ） 1 




日 音芦を再生し、デジタル信号が本機に入力されていることを確認します。!' 

r 入力音声を再生する」 （39 ページ） 1 




6 ビームモードの設定を変更します。 

「サラウンド再生を楽しむ」 （43 ページ） 

V 




もっと本機でいろいろなことがしたい！という方は 



" 7 詳細設定やリモコンコード設定などを行います。 \ 

^体機を詳細に設定する」（已4ぺージ)、体機の U モコンで外部機器を操作する」 （74 ぺージ） 
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各部のち觀とはた 5 を 

み前面(フロントパネル) 



〇 INTELLIBEAM M に端子(下面） 

付属のインテ U ビームマイクを接続します 
(30 ぺージ)。 

〇 リモコン受光窓 

U モコンの赤外線信号を受信します 
(26 ぺージ)。 

〇 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
(14 ページ）。 


〇 INPU 下キー 

再生する機器を選択します。 

© VOLUME +/-*- 

音量を調節します (42 ページ)。 

〇 STiS'SBY/ON+- 

電源のスタンバイ/オンを切り替えます 
(2 7ページ)。電源をオンにしてから数秒間は 
音び出ません。 

スタンバイになっている間も、 HDMI 信号を検知 
したり、リモコンからのホが線信号を受信したり 
ずるために、み量の電力を消費していまず。 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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さ部の名称とはた 5 を 


9 フ〇ン W 《ネルデイスブレイ 



OHDMI インジケーター 

HDMI 信号を入力しているときに点灯します。 

〇 EQUAL インジケーター 

テ レビ音量一定モー ドで再生しているとさに 
点打します(已〇ページ)。 

© MGHT インジケーター 

ナイト U スニングモードで再生しているとき 
に点灯します(已〇ページ)。 

〇 SI _ EEP インジケーター 

ス U ープタイマーを設定しているとさに点灯 
します(已]ページ)。 

@ PCM インジケーター 

PCM 信号を再生しているときに点灯します。 

〇 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵されているデコーダーび作動して 
いるとさにそれぞれのインジケーターび点灯 
します (4 己ぺージ)。 

© MULTI インジケーター 

マルチチャンネルデジタル音声信号を入力し 
ているときに点打します。 （4] ページ)。 


© DUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送び入 
力されているときに点灯します (4 己ページ)。 

〇 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します (42 ぺージ)。 

⑩ マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイ 

設定値などの情報をアルファべットや数字で 
衷术しおす。 

- ' 

U モコンキー操作時、 「Prohibit」 と表おされた場 
合、現在の状態では、該当キーの操作び適用でき 
ないことを表しています。 


ぶ-ヒント 

「フ□ントパネルディスプレイ表示を設定ずる（本体 
表示設定)」（日巨ページ)で、フ□ントパネルデイス 
プレイの明るさや文字の表示設定を変更することび 
でさます。 
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各部の名称とはた 5 を 


Q 背面（リアパネル) 



〇 HDMI 出力端子 

テレビや他の外部機器と HDMI 接続します 
(セットアップガイド、] 9ページ)。 

〇 HDMI 入力 ( DVD ) 端子 

DVD と HDMI 接続します(セットアップガイ 
ド、 ] 9ページ)。 

〇 HDMI 入力 ( AUX ) 端子 

チューナーやゲーム機などと HDMI 接続します 
(セットアップガイド、]目ページ)。 

〇 才ーデイオ入力（ビデオ)端子 

ビデオデッキとアナ□グ接続しますに0、22ぺ一 
ジ)。 

© 才ーデイオ入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーとアナ□グ接続します 
に□、22ページ)。 


©出力 （ビデオ)端子 

本機のメニューを表示させるため、テレビの 
映像入力端テと接続します(20、22ペー 
ジ)。 

〇 光デジタル入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーと光デジタル接続します 
に□、22ページ)。 

〇 光デジタル入力 ( DVD ) 端子 

DVD と光デジタル接続しまずに□、22ぺ一 
ジ)。 

〇 同軸デジタル入力 ( AUX ) 端子 

外部機器と同軸デジタル接続します 
に□、22ページ)。 

⑩ 電源コード 

AC コンセントに接続しますに4ぺージ)。 



設置.接続ずる 


準備する 


設定ずる 


昼本操作 


応用操作 


付録 


1已 









































































設置する 


ラックを組み立ててか5適切な位置に設置します。ラックの組み立てに関しては付属のセット 
アップガイドを参照してください。 

ここでは本機の設置方法について説明します。下記の r 設置上のごを意」を参照のラえ、安全な場 
所に正しく設置してください。なお、ビーム経路上に家具などの障書物びあると適切なサラウン 
ド効果び得5れない場合びありますので、ビームの経路を考慮した上で設置位置を決定してくだ 
さい。 



本機の設置には、十分な放熱スペースび必要です。熱びこもらないようを部に十分な通気スペースを 
確保してください。 

本機は已目 k 巨の重さびあります。地震などの振動やお子様の接軸などで本機び転倒しないよラに設置 
してください。 

車や船舶などには設置しないでください。故障の原因になりまず。 

本機を設置するときは、ケーブル配線のため背面を壁から離してください。背面に接続したコネク 
ターのプラグを破損しないよ5にを意してください。 

テレビや DVD プレーヤーなどを設置したり、接続したりずるとさは、作業スペースを確保の上行って 
ください。（必ず2人 L ソ上で行ってください。） 

テレビを設置ずるとさは、テレビの取扱説明書にしたびって転倒防止の処置をしてください。 


® 本 機を U スニングルームに 設置す る 

十分なサラウンド効果を得るために、下図のよラに家具などの障書物びビーム経路と重な5ない 
場所に設置してください。 

本機を壁と平行に設置ずる場合には、でさるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機び左ちの壁に近 
づさすざないよラにしてください。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度び4ぴ〜已ぴの間におさ 
まるよラに設置してください。 


家具などの障害物 

C 壁と平行に設置： 

已ビームモードに設定した場合〕 


C コーナーに設置： 

ST +3 ビームモードに設定した場合] 
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設置ずる 


設置例1 



できるだけ左ちの壁の 
中央に設置ずる 



設置例2 





設置例3 



できるだけ視聴位置の 
正面に設置ずる 




本機について 



準備ずる 


設定する 


昼本操作 


応用操作 


付録 
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接続する 


本機は光デジタル端テを2系統、同軸デジタル端テを1系統、アナ□グ端テを2系統装備していま 
す。さらに、音声と映像を同時に伝送できる HDMI 端テを入力用で2系統、出力用で]系統装備 
しています。それらを利用してテレビや DVD プレーヤー、デジタルチューナー、ビデオデッキ 
やゲーム機などを接続してください。本機とそれぞれの機器の詳しい接続方法については、セッ 
トアップガイドおよび20ページ〜24ページをご参照ください。 

音青接続 


映像接続 



テレビ 



YRS- 2000 


本図は、 H 日 Ml を使わずに接続した場合の信号の流れです。 

この場合の接続方法は2□ページしソ降をご参照ください。 

HDMI を使った接続については、付属のセツトアップガイドをご参照ください。 


f 接続©際は 了 

接続する機器に付属の取扱説明書ちあわせてご参照ください。 

心 
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接続ずる 


〇 巧綜の 


接続ケーブルについて 

本機と外部機器との接続では、 iu 下のケーブ 
ルを使用します。 


音青■映像 


〇 HDMI ケーブル(別売） 



〇 ステレオピンケーブル （1 本付属） 
(白） 


(白） 


成) 


(赤） 


353 -J ジ 

光ファイバーケーブル （1 本付属） 

■dm - )} -11& 


〇 デジタル音声ピンケープル(別売） 

(樹 リ (樹 

映像 

ぶ ビデオ用ピンケーブル （1 本付属） 

煩） 

光ファイバーケーブルのキャップについて 

光ファイバーケーブルにキャップびついてい 
る場合は、取り外してから接続してくださ 
い。また、端テの形状をご確認のラえ、正し 
い向きで接続してください。 



HDMI について 

HDMI 端テを使えば、 ] 本のケーブルで映像お 
よび音声信号を伝送するので、簡単に接続ず 
ることび巧能です。 HDMI 端テを使って接続す 
る場合は、本機とテレビ、および本機と再生 


機器の両方を HDMI 接続してください 。 HDMI 
接続について詳しくは、「セットアップガイ 
ド」をご参照ください。 

また、 HDMI を使ったコント□-ル機能に対応 
しているテレビ(一部を除く）と本機を HDMI 接 
続すれば、テレビの U モコンで本機の電源な 
どを操作することびでさます(已3ページ)。 


入カ ソース 

音声信号の種類 

DVD Video 

ドルビーデジタル、 DTS、PCM 

DVD Audio 

最大白己 kHz /24 bit PCM 

ブルー レイディスク 
HD DVD 

ドルビーデジタル、 DTS , PCM 


本機は2チヤンネル PCM に対応してしほす。 

マルチチヤンネル PCM には対応していません。 

か-ヒント 

-本機の HDMI は著作権な護技術 (HDCP : High - 
bandwidth Digital Content Protection 
System ) に対応していまず。 

-接続には1日ピンの HDMI ケーブルで、 HDMI ロゴ 
のついているをのをお使いください。また、長さ 
已 .(Dm じ(下のちのを使ラことをおすすめします。 

- HDMI 接続した機器からの入力信号情報をお認ず 
ることびでさます（巳4ページ)。 

音芦入力信号の優先順位について 

1つの再生機器か5本機に複数の音声信号び同 

時に入力されている場合、本機は];(下の優先順 

位で音声信号を再生します。 

HDMI ーデジタルーアナ□グ 

初期状態では、各入カソースに巧して1；(下の端 

子び割り当てられています。 


端モ 

入カソー^\ 

HDMI 

デジタル 

アナ□グ 

テレビ/チュ-ナ- 


〇 

〇 

DVD 

〇 

〇 


AUX 

〇 

〇 


ビデオ 



〇 


本機について 



準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 


応用操作 


付録 
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接続ずる 


© @ 

ち 左 

アナ□グ 
音声出力 


入 




テレビ 

1 ビデオ用ピンケーブル 
9 ステレオピンケープル 
〇 光ファイバーケーブル 
Q デジタル音声ピンケーブル 








ビデオデッキ 


DVD プ レー ヤ ー / レコーダー 


CD プレーヤー 


〇 音声と映像を別々に接続する場る ( TV 内蔵チュ—ナーを使用) 


映像入力 


丑 


立 


アナ□グ 

映像 

光デジタル 

音青出力 

入力 

出力 

ち ち 

® @ 

午牛 

© 

牛 

巧 

n 






映像出力 


映像出力 
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接続ずる 


テレビの接続 

-テレビの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力（テレビ/チューナー)端テを光ファイ 
バーケーブルで接続しまず。デジタル放送のデジタル音声を楽しむことびでさまず。 

-本機のメニュー表示用にテレビの映像入力端子と本機の出力 （ ビデオ)端子をビデオ用ピンケーブ 
ルで接続します。これにより、テレビ画面で音量や入力選択されている機器名などの情報を見た 
り、メニューを使って簡単に U スニング環境を設定できるようになります（30、已4ページ)。 

-テレビに光デジタル音声出力端モびない場合や、デジタル放送に加えてアナ□グ放送の音声ち 
楽しむ場合は、テレビのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（テレビ/チューナー) 
端テをステレオピンケーブルで接続しまず。 

DVD プ レー ヤ ー/ レコーダーの 接続 

. DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力 （ DV 日)端テを光 
ファイバーケーブルで接続します。 

-映像出力は直接テレビの映像入力端テに接続しまず。詳しくは、 DVD プレーヤー/レコー 
ダーの取扱説明書をご参照ください。 

-ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レコーダーと接続ずる場合は、デジタル接続に加え 
て、 DVD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ） 

端テをステレオピンケーブルで接続します。 

ビデオデッキの接続 

-ビデオデッキのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ)端テをステレオピン 
ケーブルで接続してください。 

-映像出力は直接テレビの映像入力端テに接続します。詳しくは、ビデオデッキの取扱説明書を 
ご参照ください。 

か-ヒント 

.DVD プレーヤー/レコーダーに光デジタル出力端子びない場合は、左図巳 D プレーヤーの代わりに DVD 
プレーヤー/レコーダーを同軸デジタル接続してください。 

-お使いになるテレビによっては、光デジタル出力端子からもアナ□グ音声び出力されるちのちあります。 
その場合、アナ□グ音声出力端子の接続は必要ありません。音声出力に関して詳しくは、テレビの取扱説 
明書をご参照ください。 

-- S 

.DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力設定で、ドルビーデジタル、 DTS (またはビットス 
卜 U - ム）び有効になっていることをごお認ください。詳しくは、ご使用の DV □プレーヤ ー/ レコー 
夕‘一に付属している取扱説明書をご参照く ださい。 
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接続ずる 



/ 





ビデオデッキ 


DVD プレーヤ ー /レコータ’一 


デジタル、衛星放送、 
ケーブルテレビ 
チューナー/ 
ゲーム機など 


YRS- 2000背面 


■H HDMI 


力 

尸 


包 § 



CD プレーヤー 


映像入力 


M 


M 


テレビ 


1 ビデオ用ピンケープル 
〇 ステレオピンケーブル 
光ファイバーケープル 
〇 デジタル音靑ピンケーブル 




アナ□グ 光デジタル 
音靑出力 出力 

ち 左 


© 


巧 



〇 音声と映像を別々に接続ずる場合 ( CATV などが部チュ-ナ-别 J 用ずる場合) 


吉 

〇 




ン 


映像出力 


映像出力 


/ 


映像出力 
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接続ずる 


デジタル、衛星放送、ケーブルテレビチューナー/ゲーム機を使用する場合の接続方法です。 

デジタル、衛星放送、ケーブルテレビチューナー/ゲーム機の接続 

-デジタル、衛星放送、ケーブルテレビチューナー/ゲーム機の光デジタル出力端テと本機の光 
デジタル入力（テレビ/チューナー)端テを光ファイバーケーブルで接続しまず。デジタル放送 
のデジタル音声を楽しむことびでさまず。 

-デジタル、衛星放送、ケーブルテレビチューナー/ゲーム機に光デジタル音声出力端子びない場 
合や、デジタル放送に加えてアナ□グ放送の音声を楽しむ場合は、テレビのアナ□グ音声出力端 
子と本機のオーディオ入力(テレビ/チューナー)端子をステレオピンケーブルで接続します。 

テレビの接続 

-本機のメニュー表示用にテレビの映像入力端テと本機の出力 （ ビデオ)端テをビデオ用ピンケーブ 
ルで接続します。これにより、テレビ画面で音量や入力選択されている機器名などの情報を見た 
り、メニューを使って簡単に U スニング環境を設定できるようになります(30、已4ぺージ)。 

DVD プ レーヤ ー/ レ コー ダーの 接続 

. DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力 ( DVD ) 端テを光 
ファイバーケーブルで接続します。 

-映像出力は直接テレビの映像入力端テに接続します。詳しくは、 DVD プレーヤー/レコー 
ダーの取扱説明書をご参照ください。 

-ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レコーダーと接続する場合は、デジタル接続に加え 
て、 DVD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ） 

端テをステレオピンケーブルで接続しまず。 

ビデオデッキの接続 

-ビデオデッキのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ)端テをステレオピン 
ケーブルで接続してください。 

-映像出力は直接テレビの映像入力端テに接続します。詳しくは、ビデオデッキの取扱説明書を 
ご参照ください。 

か-ヒント 

.DVD プレーヤー/レコーダーに光デジタル出力端子びない場合は、左図巳 D プレーヤーの代わりに DVD 
プレーヤー/レコーダーを同軸デジタル接続してください。 

-お使いになるテレビによっては、光デジタル出力端子か日もアナ□グ音声び出力されるちのちあります。 
その場合、アナ□グ音声出力端テの接続は必要ありません。音声出力に関して詳しくは、テレビの取扱説 
明書をご参照ください。 

- 、 

-デジタル放送対応のチューナーをご使用の場合、デジタ J レ出力の AAC びち効になっていることをごお認くだ 
さい(チューナー側の設定)。詳しくは、ご使用のチューナーに付属している取扱説明書をご参照ください。 


本機について 



準備ずる 
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接続ずる 


み 電源コードを接続する 

すべての接続び終了した日、本機の電源コードを家庭用 AC ] 00 V のコンセントに接続します。 

- 

-すべての接続び終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

-本機を移動するとき、本機の手入れをするとき、接続をやり直すとさは、必ず電源プラグをコンセン 
卜から巧いてください。 
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■ J モコンの準備をする 

9 U モコンに電池を入れる 


1 パッテリーカバーの么 マー クを巧し 
なび5、カバーをリモコンか6巧り 
がす 

2 付属の単3乾電池 (2 本)を、電池 
ケースに挿入する 

電池の向き （ +/ - 極性)を正しく挿入して 
ください。 

3 バッテ y — カバーを y モコンに装着 
ずる 

か-ヒント 

リモコンの外装保護シートは、はびしてご利用くださし、。 






新しい電池とちい電池をミ居だて使用しないでください。 

種類の異なる電池(アルカリとマンガンなど）をおだて使用しないでください。同じお状でち性質の異 
なる場合びありますのでごを意ください。 

使い切った電池はただちに U モコンから取り出してください。リモコンに巧入したままにしておく 
と、破誤や液漏れの原因となります。 

使い切った電池は地域の条例または取りミ夫めに従って廃棄してください。 

電池び液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンから取り出し、廃棄してください。その際、 
肌やあ服び漏れているバッテ1」一液にふれることのないよラ十分ごを意ください。 

1」モコンにバッテ U —液び付着している場合はをれいになさ取ってか5新しい電池を挿入してください。 
リモコンから電池を取り出したら 2分!•ソ内に 新しい電池を挿入してくださし、これしソ上の時間び経過 
ずると、 U モコンの設定内容び消去されます。また、電池び切れてから2分に満たない場合でち、電 
ミ也の交換中にリモコンのキーを巧すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごを意ください。 


本機について 


設置.接続ずる 



設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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u モコンの準備をずる 


9 U モコンの操作節囲 

U モコンで本機を操作する際は、 U モコンのホ外線送信部を本体の U モコン受光窓 （1 3ページ） 
に向けまず。 U モコン操作び可能な範囲は、本体か日巨 mL ソ内で正面か日左もに3ぴ L ソ内です。 



- 

- U モコンに水や飲み物などをこぼさないよラごを意ください。 

- U モコンを落としたり、強い衝撃を与えたりしないよラごを意ください。 

-1」モコンをじ(下のよラな場所に放置しないでください。 

一気温-湿度び高い場所（ヒーターの近くや風呂場など） 

一極端に気温びほい場所 
一ほこりっぽい場所 

- U モコン受光窓には直射日光や堂光ななどの強い光や液晶テレビの画面から発生する赤外線ノイズび 
当たらないよラにしてください。 

- U モコンの電池び消耗すると、 U モコンで本機を操作できる距離び極端に短くなります。このような 
場合、早めに新しい電池と交換してください。 
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設定•操作の準備をする 

9 電源をオン/ス タン/ \:イにずる 





本化の STANDBY / ON キーまたは 
U モコンの電源キーを巧ず 

巧すたびに電源のオン/スタンバイび切り 
替わりまず。電源をオンにずると、フ□ン 
トパネルディスプレイに音量 (42 ページ） 
び表示され、続いて再生する機器名 （39 
ページ）と、現在選択されているビーム 
モード名 (43 ページ)び表示されまず。 


STANDBY/ON 


本体 


または 


電源 



再生ずる 
機器る 


4 


選択されている 
ビームモードる 


リモコン 


本機について 


設置.接続ずる 



設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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設定•操作の準備をする 


〇 テレビ画面にメニュ—を表示ずる 

本機の出力（ビデオ)端テとテレビの映像入力端テを接続することにより（セットアップガイド、 
20、22ページ)、テレビ画面で本機のメニューを見なびら本機を設定することびでさます。 

か-ヒント 

詳細設定の「メニューの表示を設定する（メニュー画面設定)」（日己ページ)で、メニュー表示に関する設定を 
変更することびでをます。 


1 本機の電源をオンにする 

本機の電源について詳しくは、 r 電源を才 
ン/スタンバイにする」 （27 ぺージ)をご参 
照ください。 

2 テレビの電源をオンにする 

3 テレビの换像入力切替を操作して本 
機の映像に切り替える 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。 

画面び表示されない場合は、ビデオ用ピン 
ケースレび正しく接続されているか確認し 
てください(セットアップガイド、20、 

22ページ)。 


YRS-2000 


[メニユ ー] :メニユーへ 
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設定の流れ 


本機を U スニングルームの環境に合ラよラに設定します。 


自動設定(インテリビーム)を行います。 

体機を自動設定する（インテ U ビーム)」 （30 ぺージ） 


エラーび 表示された5 


エラーメッセージを確認して問題を解ミ央します。> 

r エラーメッセージとエラー後の操作について」 （3 已ぺージ） 


音芦を再生したり、ビームモードの設定を変更しまず。 

r 入力音声を再生する」 （39 ぺージ)、けラウンド再生を楽しむ」 (43 ぺージ） 


より高精度なサラウンド 
サウンドを追ホしたい方は 


詳細設定を行います。 

体機を詳細に設定する」（已4ぺージ） 

か-ヒント 

' 反射ビームの音びはつをり聞こえないチャンネルがある場合は 

「設置環境の設定により、ビームを調節する(設置視聴環境)」（已7ページ） 
または「ビームの水平ち度-経路長-焦点距離-高音レベルを個別に設定ずる 
(ビーム調整)」（已8ページ)を行います。 

-ビーム経路上に力ーテンなど吸音性の高いものびある場合は 

「4「高音レベル」を設定ずる」（已日ページ)を行います。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定する(インテリビーム) 


1」スニングルームの形状と大きさ、本機び設置されている場所などは、ご家庭によってさまざまです。本 
機を最適な視聴空間でご利巧いただくためには、最视こ各チャンネルの設定を調節する必要びあります。 

本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節する機能として、「ビーム調整」および r 音質調整」 
び搭載されています。この2つの機能を合わせてインテ U ビームといいます。「ビーム調整」と 
は、 U スニングルームの形状や大ささなどに応じて、各チャンネルのビーム角度を最適な設定値 
に調節する機能でず。 r 音質調整」とは、 U スニングルームの音響特性などを測定し、各チャンネ 
ルの音色を最適な設定値に調節する機能です。 

本機では、付属のマイク（インテ U ビームマイク）を使用して、この 2 種類の設定を自動的に調節 
することびでさます。 

ぶ-ヒント 

自動設定されたデータはメモ U- に保存することびでさます （3 日ページ)。 U スニングルームの状況に合 
わせてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 

- 、 

-お部屋の環境び「効果的なサラウンドのために」 （1 0ページ)に記載されている項目にあてはまる場合は、 
測定び正しく行われないことびあ0まず。その場合は「詳細設定」（己4ページ)を行ってください。 

-インテ U ビームマイクを接続する際は、延長ケーブルを使用しないでください。測をび正しく行われ 
ないことびあります。 

-自動設を機能を使用していないときは、インテ U ビームマイクを INTELU 目 EAM M に端子からがして 
保管してください。 

-インテリビームマイクは熱に弱いため、直射日光び当たる場所や A V機器の上など高温になる場所には 
置かないで < ださい。 


9 インテ 1) ビーム V イクを設置する 

本機前面の INTELU 日 EAM M に端テに付属のインテ U ビームマイクを接続し、視聴位置に設置 
します。 


本機の電源びオンの場合は、ス タン 
八イにずる 


電源 



本体 リモコン 


2 インテ U ビームマイクを本な:の 

INTELLIBEAM M に端子に接続する 

端テは本体下面にあります。 



インテ U ビーム7イク 
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本機を自動設定ずる（インテ u ビーム) 


インテリヒーム7イクを実藤に視聴 
ずる位置に水平に設置ずる 

マイクは本機から] .8 mLU 上離し、本機の 
中む線上(本機正面）に設置してください。 
また、本機の中むか5上下 ImL ソ内の高さ 
に設置してください。 

付属の簡易マイクスタンドなどの台を利用 
して、なるべく視聴時のちの高さとなる位 
置に設置して< ださい。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間 
に障害物びある場合には、障害物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので、障害物ではありません。 


簡易マイクスタンドの組立て方法 





インテ U ビーム 7イク 

マイクの上限位置 


M 本機の設置高さ 

簡易7イクスタシド 
.8 miy 上 



1 ml •加 


ml •加 
視聴位置 
マイクの下眼の置 


か-ヒント 

-インテリビームマイクを本機から 1.8 m け内に設置 
した場合、マイクを本機の中む線上に設置してい 
ない場合、マイクと本機の中むとの高さの差異び 
1 m じ(上の場合は、測定エラーになることびありま 
す。この場合はマイクを正しい場所に設置し直し 
てから、再度測定してください。 

•インテリビームマイクの位置周辺で視聴でをない環 
境下では、サラウンド効果び薄れることびありま 
す。このよラな場合、詳細設定でお好みのビーム角 
度に設定ずることびできまず(巳4ページ)。 


m 

• IS 


本機の 

中む線上マイクの 
位置 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


白動的 f 

自動設定には「ビー 


に測定•設定する 

ム調整+音質調整」、「ビーム調整」、「音質調整」の3つの選択項目びあります。 


選択項目について 

「ビーム調整+音質調整」 

購入後、初めて設定を行ラ場合に選択します。測定開始から終了まで約3分です。 

「ビーム調整+音質調整」を行いたい場合、手順3でメニューキーの代わりに自動設定キーを2秒 
上巧すと、手順4および手順已の操作を省略でさまず。 

「ビーム調整」 

ご利用の環境に合わせてビーム角度を設定する場合に選択します。測定開始か b 終了まで約]分です。 

芭質調整」 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ5ングを設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約2分です。 
「音質調整」はビーム角度を設定したあとで実行してください。ビーム角度び正しく設定されていない場合は、正常 
に測定できません。カーテンの開閉を、またはビーム角度を「詳細設定」で調節したあとなどにご使用ください。 


-測定中は大きなテスト音び出力されまず。ルさなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる可能性 
びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合びあります。 

-測定中はお部屋のがに出てください。お部屋の中にいると、ビーム経路に重なってしまったり、マイ 
クび声や音を拾ってしまったりして、最適な設定び行われない場合びあります。 

-壁にカーテンやブラインドなどびかかっているお部屋では、ビーム設定び正確に行われないことびあ 
ります。そのよラなお部屋で測定する場合、し U 下の手順で設定することをおすすめします。 

①カーテンやプラインドを開ける⑤「ビーム調整」を斤ラ③カーテンやブラインドを閉める④「音質調整」を行5 
-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 



ぶ-ヒント 

■ 設定の途中で前の画面に戻って逞おし直したいと 
さは、戻るキーを押してください。 

’ メニューを操作中にカーソルキーの操作びでをなく 
なった場合は、 TV/AWYSP スイッチび TV/AV 側に 
設定されていないか確認してください。メニューを 
操作するには、 YSP 側にスライドさせてください。 


1 電源(む/\)キーを巧して、本機の電 
源をオンにする 


電源 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


jy/A V/Y3P スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AVL 
I YSPJ° 




メニューキーを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 
メニュー下部の表示は操作方法を表してい 
9 〇 


メニュー 

み 


に 1- 

.メモリー 
.卽號 
■潮設ミ 


造 r 盛:; 


か-ヒント 

r ビーム調整+音質調割 （32 ページ)を行しすこい場 
合、メニューキーの代わりに自動設をキーを2秒しソ 
上巧すと、 L ソ下のよラな画面び表示されます。その 
場合、手順4および手順已の操作を省略し、手順日へ 
お進み < ださい。 


自動設定 


自 i 關臟•華備 

7イクを鶴してくださし、 

マイクを本巧の正面で 1.8 mllL まし 
正しし宿さに離してくださり 
船にはおよそ3分かかりまず 
ままを巧した5班屋から出てください 

巧茵：雕辰る]:中止 


A 么/▽キーを巧して r 自動設定 J 
を選巧し、ミ夫定キーを押す 

じ(下のよラな画面び表示されまず。 




•自動關 


1) トム體+謂體 

2) ピ-ム體 

3) 音麵 


造 r 盛:* 


ム/ ▽キーを巧して、 r ビーム調 
整+音質調整 J、 化'-ム m 壁 L 情質 
調壁 J のいずれかを觀尺し (32 ぺ一 
ジ)、ミ夫定キーを巧す 

L ソ下のよラな画面び表示されます。 




自動關臟•華備 

7イクを鶴してくださし、 

マイクを本巧の正面で 1.8 mllL まし 
正しし宿さに離してくださし1 
船にはおよそ3分かかります 
決まをがした5髓か目&てください 

巧赶：間を辰る]:中止 


マイクの位置について、な下のこと 
を確認する 

- 本機の正面に設置されていますか。 

-本機から上下1のしソ内の高さに設置され 
ていますか。 

-本機から1 .8 mL ソ上離れた場所に設置さ 
れていますか。 

满定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 

測定中はお部屋のがに出てください。 

測定開始から終了まで、最長で約3分かか 
りまず。 



自画出 

1〇體に篇定を開始しまず 
部屋か础てください 


ぶ-ヒント 

測定中に自動設定を中止したい場含は、戻るキーを 
巧して < ださい。 


本漠について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



昼本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


測定中の項目に従って、画面び自動的に 
切り替わりまず。エラー音(ブヴー音)び 
出力された場合、画面のエラーメッセージ 
を確認し、「エラーメッセージとエラー後 
の操作について」 （3 已ページ)を参照して< 
ださい。 

測定び終了すると終了音(チャイム音)び 
出力され、じ(下のよラな画面び表示され 
ます。手順已で r ビーム調整」を遇択した 
場合、サブウーファーの測定結まは表示 
されません。 

〈表示例1〉 

測定結ま 

强を雌了しました 

ピームトド：5ピ-ム 
サブゥ-ファ-:有 

[細：關ずる 
展る]:闕しない 


〈表示例2〉 

測を結！ 

服雌了しました 

踞チェック... [ NG ] 

ピームトド：5ピ-ム 
サブゥ-ファ-:有 

[細：韶ずる 
お别：誕しない 


ぶ-ヒント 

•く表示例2〉のよラに r 環境チェック • [NG]」 

と表おされた場含は、再度測定することをおすす 
めします。詳しくは、手順8をご参照ください。 

-測定結果の画面に「ビームモード：日ビーム」と表 
示された場をでを、お部屋の状況によっては、フ 
□ントビームとサラウンドビームび同じ角度に設 
定されることがあります。 

8 設定を有効にする場合は巧定キーを、 
無鄉こする場合は戻るキーを巧す 

手順7で〈表示例1〉のよラな画面び表示さ 
れた場合、決定キーを巧すと L ソ下の画面び 
表示され、測定結まび表示されます。2秒 
後にメニューび消えます。 


說雌了けした 
7イ巧化てくだ祉 


戻るキーを巧して設定を無効にずると初期 
画面に戻ります。 

手順7で〈表示例2〉のような画面び表おされた場 
合、ミ夫定キーを巧すとな下の画面び表示されます。 


この場合、3已ページの「エラー E-1」 をご 
参照ください。再度測定する場合は、決定 
キーを巧してメニユーび消えたことを確認 
し、手順3か b 操作し直してください。 

9 7イクを巧す 

設定完了です。マイクは大切に保管してください。 



こも 


1 \ 

—» ふ 


測定結果は本機に記憶され、電源を切っても 
初期設定値には戻りません。ただし、自動設 
定をやり直したり、詳細設定で設定値を変更 
した場合は、設定結果び上書きされます。 

ぶ-ヒント 

複数の設定結果を><モリーに保存したり、そのデータ 
をお部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「;>(モ 
U -機能を使用する」 (3 目ぺージ)をご参照ください。 


號ぴ終了しました 

巧定中に踞ノイスびちりました 
顆定ずることを約■ずめしまず 

ほ赶キ-卻してください 
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本機を自動設定ずる（インテ u ビーム) 


エラーメッセージとエラー後の操作について 

テレビ画面にエラーメッセージび表示された場合は、原因を確認し問題を解決してください。 
その後、「エラー E -1」 の場合は、決定キーを巧して再度測定してください。 

その他のエラーの場合は、戻るキーを押してください。手順3で自動設定キーを押して測定を開始 
した場合、メニュー画面び消えたことを確認し、手順3から操作し直してください (33 ぺージ)。 
メニューキーを巧して測定を開始した場合、手順3の画面(メニューの初期画面)び表示されたこ 
とを確認し、手順4か日操作し直してください (33 ぺージ)。 

エラーび解決でさない場合は、詳細設定を行ってください(已4ページ)。 


:環境ノイズび大をすぎます 


原因 

騒音び大さすぎて、正確な測定がでさません。 


対策 


エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切る 
か、それ5の機器から離してください。 


周囲び静かな時間帯にやり直してください。 


一 E -2: マイクの接続を確認してください 


原因 

インテ U ビームマイクび接続されていません。 


対策 


本機前面の INTELUBEAM M に端子にインテ U ビームマ 
イクを接続してください。 


一 E -3: 測定中に操作されました 


原因 

測定中に音量の調節、消音などの操作が行われました。 


対策 

測定中は本機を操作しないでください。 


E -4: マイクを本な:の正面に設置してください 


原因 

インテ U ビームマイクび本機正面の延長線上に置かれて 
し、ません。 


対策 


インテリビームマイクを本機正面の延長線上に設置して 
<ださい。 


— E -5: マイクを本な:か61 .8 m な上離して設置してください 


原因 

インテリビームマイクび本磯か5 ] .8 m 未満の場所に設 
置されています。 


対策 

インテ U ビームマイクを本機か51 .8 mULL 離して設置 
して < ださい。 


-6: 7イクか6十分な入力びあ0ません7イクの接続•設置位置を確認して<ださい 


原因 

テスト音び取得でをません。 


対策 

インテ U ビームマイクを正し<接続、設置して<ださい。 


一 E -スエラーです再度、実巧してください 


原因 

本機内部にエラーび発生しました。 


対策 


再度測定してください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



昼本操作 


応用操作 


付録 
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メモリー機能を使用する 


〇 メモ リーの便巧な使い方 


U スニングルームの状況に応じて設定を切り替えたし觸合、測定結果をメモ U- に保存しておく 
と便利でず。測定結まのデータは最大3つまで保存することびでさます。例えば、ビーム経路上 
に力ーテンびある場合などは、力ーテンの開閉によってビームの効果び変化します。 


力ーテンが開いている 

♦日 A 

场 a 



カーテンが閉じている 

♦日 A 

场 a 



このよラな場合、力ーテンび開いている状態で r ビーム調整+音質調整」を行い、測定結果を r メ 
モ U-1 」に保存します。次に力ーテンび閉じている状態で信質調整」を行い、測定結まを「メモ 
U-2」 に保存します。このようにずると、ご使用の際に U スニングルームの状況に応じて設定を 
切り替えることびでき、最適な環境でサラウンドサウンドびお楽しみいただけます。 

な 設定結果をメモリ■に保巧する 



か-ヒント 

設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいとき 
は、戻るキーを押して<ださい。 


1 TV/AV/YSPスイッチをYSP俩J 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


[tV/AVl 
し YSP f* 


u 


2 メニューキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 



む- 

—.メモリー 
.自動設ミ 
■測設ミ 
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メモリー機能を使用ずる 


矢巧び r メモ U - J にあることを確認 
して、巧定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 



.巧 IJ - 

1) メモリ-巧び出し 

2) メモリ-辭 




4 么/マキーを巧して r メモリー保 
巧 J を選がし、ミ夫定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




リメモリ-保存 

，メモリ-1 
メモ IJ — 2 
メモ IJ — 3 


[▲] / [▼] :挪 
巧妇：;視 


么/マキー を巧して r メモリー 1 J 
r メモリー sjr メモ y —3 j のいずれ 
かを選択し、巧定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




リ州-脯 

巧！ J -1 贿？ 

ほ固：実行 



をラー度ミ夫定キーを巧す 

還択した項目に測定結果び登録されます。 


リメモリ-脯 

メモリー1縣中 


登録されると L ソ下の初期画面に戻りまず。 


メこ 1- 

.メモリー 
.輔闕 
■ Pi 設を 


[▲]/[▼] :室巧 
なお：;視 


メニユー丰一 を f 甲す 

テレビ画面からメニューび消えます。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 































メモ u - 機能を使用する 


〇 保巧したメモリーを呼び出す 

設定したデータをメモ U — に保をした場合 (36 ページ)、そのデータを呼び出ずことびでさま 
す。ご使用の際に、 U スニングルームの状況にあったメモ U —を呼び出して、最適な環境でサラ 
ウンドサウンドをお楽しみください。 


1 TV/AV/YSP スイツチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


5 心/マキーを巧して呼び出した 
い項目を選 f 尺し、巧定キーを巧ず 

じ(下のよラな画面び表示されます。 


(tV/AVl 

LYSP r 


2 メニューキーを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



む- 

—.メモリー 
.自動設ミ 
■測誕 


[▲] / [▼] :挪 
[細：;視 


リメ刊-呼脚し 

メモリ-1@び出し？ 


陳固：新 





3 巧巧び r メモリ ーJ にあることを確認 
して、巧定キーを巧す 


6 をラー度み定キーを巧す 

選択した項目のメモ1」一を呼び出します。 


LU 下のよラな画面び表示されます。 



.刑- 

一 1) メモリ-巧ぴ出し 
リメモ D - 瞬 


[▲] / [▼] :飘 
[游]:決定 



1) メモリ-呼则し 

メモリ-1呼別!し中 


呼び出しび完了すると初期画面に戻ります。 


4 巧巧び r メモ U— 呼び出し J にあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧す 

LU 下のよラな画面び表示されまず。 


1) メモリ-1脚し 

—メモリー1 
メモリ-2 
メモ! J -3 

[▲]/[▼] :鄙 
ほ固：總 


む- 

—.メモリー 
.自動關 
•誦設ミ 

[▲] / [▼] :飘 
巧固：;視 


7 メニュー丰一 を巧す 

テレビ画面からメニューび消'えます。 
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入力音声を再生する 

q 再生したい機器を切り替える 

入力選択キーを巧すと、本機に接続したそれぞれの機器の入力び還択され、選んだ機器の音声を 
再生することびでさます。フ□ントパネルディスプレイに、再生する機器名と現在選択されてい 
る入カモード (69 ページ)び表示されます。 



テレビを再生したい場合は 

テレビキーを巧します。 


テレビ 



DVD プレーヤーを再生したい場合は 

DVD キーを巧します。 


□VD 



テレビチューナーを再生したい場合は 

チューナーキーを巧します。 


チュ ーナー 



AUX 端子に接続した機器を再生したい場合は 

AUX キーを巧します。 


AUX 



ビデオデッキを再生したい場合は 

ビデオキーを巧します。 


ビデオ 



か-ヒント 

それぞれのキーを押してから数秒経つと、フ□ント 
バネルディスプレイに、再生する機器名と現在選択 


されているビームモード名び表示されます。 

表示例 



再をずる 遇巧されている 

機器ち ビームモード名 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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入力音青を再生する 


。 テレどや D\/D を楽しむ 

入力音声を再生する例として、ここではテレビと DVD の再生ち法を紹介します。 

テレビや DVD プレーヤーの機能については、それぞれに付属している取扱説明書をご参照ください。 

か-ヒント 

• DVD を再生する場合、 DVD プレーヤーの音声設定を已 .1 チャンネルモードにすると、より豊かなサラウ 
ンドサウンドをお楽しみいただけます。 

- U モコンコードを設定している場合は、テレビや DVD プレーヤーを本機の U モコンで操作することびで 
さます (74 ページ)。 



テレビを再生する 


1 テレビの y モコンで*房たいチサン 
ネルを選ぶ 


2 本機の U モコンのテレビキーを巧す 

テレビの再生モードに切り替わります。 


テレビ 



3 テレビのスピーカーか5音青び聞こ 
える場合は、聞こえな < なるまでテ 
レビの音量を下げる 


DVD を再生する 


1 テレビの映像入力切替を操作して、 
DVD プレーヤーの映像に切り替える 


2 本機の U モコンの DVD キーを巧す 

DVD の再生モードに切り替わります。 


DVD 



3 DVD プレーヤーで、ディスクを再生 
する 


4 テレビのスピーカーか6音青び囲こ 
文る場合は、固こえな < なるまでテ 
レビの音量を下げる 
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入力音声を再生ずる 


9 デジタル音芦信号の入力を確認する 


テレビや DVD プレーヤーと本機を光ファイノ（ーケーブルやデジタル音声ピンケーブル 、 HDMI 
ケーブルで接続している場合、テレビや DVD のデジタル音声信号び本機に入力されているか確 

認、することびでさます。 


テレビの場合 

DVD の場合 

1 r テレビを再生する K 40 ぺージ)を 

1 mVD を再生する J (40 ぺージ)を 
参著に*ヴラウン ド音青の入つた 

参考に、已3/化上デジタル放送を 

再をする 

DVD を再をする 


2 フロントパネルディスプレイ表示を 
確認ずる 

フ□ントパネルディスプレイに AAC インジ 
ケーターび点灯していることを確認します。 
このとさ、テレビの BS / 地上デジタル放送の 
信号は本機に正しく入力されています。 


て I て 

— AAC — 

/;1 み 




AAC インジケーターび点なしない場合、デジタ 

ル信号は入力されていません。その場合、 LU 下 

の点についてごお認ください。 

一本機とテレビはデジタル接続されていますか 
(セットアップガイド、20、22ぺージ)。 

ーテレビ側のデジタル出力設をはオンになって 
いまずか。 

ーテレビ側のビットストリーム出力設定はオン 
になっていますか。 

ーテレビ側の A AC 出力設定はオンになってい 
ますか。 

一お使いになっているテレビによっては、テレ 
ビ側の出力を自動 ( AUTO ) にすると 、 PCM 
音声の出力となるちのびありまず。 

この場合、 AAC 出力できるように設定して 
<ださい。 

インジケーター表示については「内蔵デコー 

夕’一とインジケーター表示 (4 日ページ) をご参 

照ください。 


2 フロントパネルディスプレイ表示を 
確認ずる 

フ□ントパネルディスプレイに MULTI インジ 
ケーターび点なしていることを確認します。 
このとさ、 DVD のマルチチヤンネルデジタル 
信号は本機に正しく入力されています。 


- MULTI イ 


_ TI インジケーターび点なしない場合、マル 
チチヤンネルデジタル信号は入力されていませ 
ん。その場合、しツ下の点についてご確認< ださ 
し'!。 

一本機と DV □プレーヤーはデジタル接続され 
ていますか(セットアップガイド、 20. 22 
ページ)。 

一 DVD プレーヤー側のデジタル出力設定は才 
ンになっていますか。 

一 DVD プレーヤー側のビットスト U - ム出力設 
をはオンになっていますか。 
インジケーター表おについては「内蔵デコー 
ダーとインジケーター表示 (4 日ページ)をご参 
照ください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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音量を調節する 


Q 消音ずる 


1AHA THEATER RACK SYSTEM YRS-SOOO 

消音キーを巧す 

_ フ□ントパネルディスプレイに 「AUDIO 

… - vo ^ ME +1 MUTE ON 」 と表示され、 VOLUME インジ 

- ケー ッ ー ロ、) ttO 威しまろ。 

消音 



音量を上げるには本 1$の VOLUME 
+キーまたは y モコンの音量+キー、 
下げるには本化の VOLUME - キー 
または U モコンの音量ーキーを巧す 




消音を解除してもとの音量に戻ずには 

消音キーを再度巧す、または音量+/—キーを 
巧します。 

ぶ-ヒント 

r 消音のレベルを設定ずる」（巨2ぺージ)で、消音 
キーを押したとさに完全に消音するか、 20 dB 下げ 
るかを逞択することびでをまず。 


VOLUME (音量)調節範囲： 

MIN (最ル)、01〜9目、 MAX (最大) 


ぶ-ヒント 

音量を4已程度まで上げてを音声び聞こえない場合 
は、「故障かな？と思ったら」旧2ページ)をご参照 
<ださい。 
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サラウンド再生を楽しむ 


ビームモードキーを使って、ビームモードを変更することにより、最大己]チャンネルのサラウ 
ンド再生を楽しむことびできます。「已ビーム」、 「 ST +3 ビーム」、「3ビーム」、「マイヴラウン 
ド」の4つのビームモードを、お好みで切り替えてください。 

かヒント 

-詳細設定の「1設置視聴環境1/3の「本体設置位置」を設定ずる」（已7ページ)で「コーナー置き」を選がした 
場合は、「已ビーム」および「3ビーム」は選択できません。この場合、已ビームキーまたは3ビームキーを押 
すと、フ□ントパネルディスプレイにに P Pos . Corner !」 と表示されます。 

■「已ビーム」、 「 ST +3 ビーム」、「3ビーム」、「マイヴラウンド」の4つのビームモードでは、入カソースび 
ステレオ （2 チャンネル)の場合でち、サラウンドで再生されまず。その場合、サラウンドモードを切り督 
えることびできます。詳しくは47ページをご参照ください。 


■1!! 貨 L 旦匡3 



皆 5ビームで再をする 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ 
ちの已チヤンネルから、ビーム化された音声を 
出力します。 

ビーム経路とビームび反射する壁び確保され 
ている場合には、最大のサラウンド効果び得 
5れます。 

マルチチヤンネルで記録されてし''る映画 DVD 
の鑑賞や、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネルで再生したいとさなど、サラウンド効果 
をを分に楽しみたし觸合に最適です。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、壁に向けて出 
力されます。 



TV/A WYSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AV し 


I YSP 




2 5 ビームキーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに巧 BEAM 
MODE 」 と表示されます。 

已ビーム 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


( iST +3 ビーム で思をする 〇 3ビームで再をする 


ビーム化しない通常のフ□ント左/ちチヤン 
ネルの音声に、ビーム化したセンターチヤン 
ネルとサラウンド左/ちチヤンネルの音声を 
加え、已チヤンネルで音声を出力しまず。 

ライブ DVD などの鑑質に最適です。中央付近 
からはボーカルの声や楽器の音び、横からは会 
場の反射音び聞こえ、まるでステージを前にし 
ているような臨場感を楽しむことびでさます。 


フ□ント左/ち、センターの3チヤンネルから 
音声を出力しまず。 

フ□ントビームだけを出力することによって音 
のスイートスポットび広びるため、広い範囲で 
良好なサラウンド感を得ることびでさます。 

ご家族で一緒に映画を見るとさや、後方からの 
ビーム経路びない場合(視聴位置び後方の壁に 
近い場合など）に最適です。 


サラウンド左の音声信号はフ□ント左チヤン 
ネルのビームを使って出力され、サラウンド 
ちの音声信号はフ□ントちチヤンネルのビー 
ムを使って出力されます。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置 
に向けて出力されます。 



1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わりまず。 


マルチチヤンネルソースの場合は、サラウンド左/ 
ちチヤンネルの音声をフ□ント左/ちチヤンネルに 
それぞれミックスしてフ□ント左/ちチヤンネルの 
ビームで出力します。これにセンターチヤンネルの 
ビームを加え、3つのビームで音声を出力します。 



1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 俱 IJ 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


(tV/AVl 

LYSP r 


U 



2 ST +3 ビームキーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに rST 十3 
BEAM MODE 」 と表示されます。 



2 3 ビームキーを 巧す 


フ□ントパネルディスプレイに「3 BEAM 
MODE 」 と表示されます。 



ぶ-ヒント 


詳細設定で「フロント左/ちチヤンネルのバランスを 
調節ずる ( Lch / Rch 位置調整)」（日〇ページ)を行5 
と、よりつなびりのあるサラウンド感び得られます。 
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サラウンド再生を楽しむ 


9 マイサラウンドで再をする 

U スニングポジシヨンび本機から近かった 
り、 r 効果的なサラウンドのために」（]〇ぺ一 
ジ)の内容に該当するお部屋でち、サラウンド 
感溢れる音声を楽しむことびでさます 。リス 
ニングポジシヨンび本機正面の場合に効まを 
発揮します。 

か-ヒント 

通常の U スニング環境でサラウンド再生を楽しむ場合 
は、「已ビーム」 (43 ページ)、に T +3 ビーム」 (44 ぺ一 
ジ)、「3ビーム」 (44 ぺージ)を選択してください。 




詳細設定の「ビーム設定」（已7ページ)の値は無効 
になります。 




TV/A V / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


ITV/AVL 
I YSPJ° 




7イヴラウンドキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 
「 M 丫 SURR 日 UND 」 と表示されます。 

マイヴラウンド 


6 






本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


み 巧蔵デコーダーとインジケーター表示 

本機では、内蔵したデコーダーにより、け下のさまざまなソースを楽しむことびでをます。 

入力している音声信号は自動的に選択され、じ(下のよラにフ□ントパネルディスプレイのインジ 
ケーターび点灯します。 


：!犬況 

インジケーター表示 

目 S / CS / 地上デジタル放送の AAC 信号を入力している 

AAC 

目 S / CS / 地上デジタルまたは HDD レコーダーの 
音声多重信号を入力している 

DUAL 

PCM 信号を入力している 

PCM 

DTS デジタル信号を入力している、または DTS Neo ; 日を 
選択している 

dts 

ドルビーデジタル信号を入力している 

皿 DIGITAL 

ドルビープ n □ジックを選択している 

□□PL 

ドルビープ□□ジック II を選択している 

□□ PLn 

マルチチヤンネルデジタル信号を入力している 

MULTI 


かヒント 

' 「入力する音声信号を切り替える（入カモード切り替え)」 （69 ページ)で、入力音声信号を選択することび 
でをまず。 

. DTS - ES 対応のディスクは DTS で再生され、ドルビーデジタル已 .1 EX 対応のディスクはドルビーデジタ 
ルで再ちされます。 
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サラウンド再生を楽しむ 


@2 チヤンネルソースをサラウンドで楽しむ 

本機では、2チヤンネルソース（アナ□グソースや CD など）をデコードし、最大已 .] チヤンネルで 
再生することびできます。また、サラウンドモードを切り替えることによって、さまざまなサラ 
ウンド効果を楽しむことびでさます。 

ぶ-ヒント 

サラウンドモードの切替は、ビームモードび「已ビーム」、 「 ST +3 ビーム」、「3ビーム」（43、44ぺージ)の 
いずれかに設定されているとさにのみ有効です。 


dts 点口 
dts 点口 

□□PL 点;!:了 
□□PLI 点口 
□□PLI 点口 
□□PLI 点口 


TV/A V / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをだる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


還択できるサラウンドモードとおすすめのソース 


ITV/AV し 

I YSP r 




デコーダーキーを 繰り返し 巧ず、ま 
たは デコーダーキーを 巧し て か百 
く />キーを 巧す 


サラウン1 

巧ード 

おずずめのソース 

DTS Neo : 日 

Cinema 

映画 


Music 

音楽 

ドルビー 
プ□□ジック 

— 

すべての ソース 

ドルビー 

Movie 

映画 

プ□□ジック II 

Music 

音楽 


Game 

ヴーム 


デコーダー 


を 


な 


または 


デコ—ダ 


2 


な 





本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


サラウンドモードのパラメーターを 変更ず る 

サラウンドモードで PLII Musi 巳または Neo : 己 Music を選択してし巧場合は、ソースにあわせて 
サウンドをアレンジすることびでさます。 


1 A / ▽キー を巧して* パラメー 
夕一を還がする 



2 キ-を巧して、設定値をを更する 

選択でさるパラメーターと変更でさる設定 
値は次のとおりでず。 


ぶ-ヒント 

テレビ画面やフ□ントパネルディスプレイの表示び 
切り替わっても、そのまま操作ずることびでさま 
ず。 

PANORAMA(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。サ 
ラウンド音場につなびるよラな広びり感を 
得ることびできます。 


DIMENSION(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場とサラウンド音場レベルを好 
みの八'ランスにずることびでさまず。 
一にするとサラウンド側、+にするとフロ 
ント側び強くなります。 

巧変範囲： 一 3〜 STD 〜+ 3 
初期設定 ： STD 

C. WIDTH(PLII Music 選択時） 

センターからの音声を左ちに振り分けること 
びでさます。 

0にするとセンターのみ、7にするとフ□ント 
L / R のみか5センター音声び出力されます。 

巧変範囲：〇〜7 
初期設定：3 

C. IMAGE(DTS Neo : 己 Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節しまず。 
値をルさくずるとフ□ント音場の広びりび 
大きくなり、大きくすると狭く（センター 
への定位び強 <) なります。 

巧変範囲： 0.0〜1 .0 
初期設定： 0.3 




選択項目: 

: ON、OFF 

ネ刃期設定: 

: OFF 
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ステレオ再生を楽しむ 


ビームモードキーを使って、ビームモードを 「 STEREO 」 にずると、ステレオ再生を楽しむこと 
びでさます。 

フ□ント左/ちの2チヤンネルから、ビーム化しない通常の音声を出力します。 

CD などのハイファイステレオソースの再生に最適でず。また、テレビのスピーカーの代わりと 
してちご利用いただけまず。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置に向けて出力されます。 

マルチチヤンネルソースの場合は、フ□ント左/ちチヤンネルじ(外の音声をフ□ント左/ちチヤ 
ンネルにミックスして、フ□ント左/ちチヤンネルか日出力しまず。 

か ヒント 

ステレオ再生しているときは、サラウンドモード (47 ぺージ)の機能は無効になりまず。 





jy/A WYSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YS P モードに切り替わります。 


ITV/AV し 


YSP 




2 ステレオキーを巧す 

「STEREO MODE 」 と表示されます。 


ステレオ 


4合 


本漠について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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音量を抑えて再をずる(ナイトリスニング 
モード•テレビ音量一定モード） 

ナイト U スニングモードとテレビ音量一定モードを合わせて音量モードといいます。ナイトリス 
ニングモードとは、夜間にル音量で映画や音楽を楽しみたいとさに、大さな効果音などを抑えて 
セ U フなどは明瞭に再生する機能です。テレビ音量一定モードとは、テレビを再生中、 CM など 
で急に音量び大さくなるのを防ぐ機能です。 

ナイト U スニングモードには、映画再生に適した CINEMA モードと音楽再生に適した MUS にモー 
ドび用意されています。 再生するソースにあわせてモードを選択してください。 



1 TV/AV/YSP スイツチを YSP 巧II 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


[tV/AVl 
し YSP f* 


u 


2 音量モードキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在設定さ 
れているモードび表示されます。 


音量モード 



I (ナイトリスニングモード：映画用） 
jn I •• !. i . 二:. ii 

i (ナイトリスニングモード：音楽庙） 

ご — '»■'/ ミ--:卜7 L . 

i (テレビ音量一定モード） 

(オフ） 


4 るモードび表示をれている巧に 
<|/>丰一を巧す 

エフェクトレべル(音を抑えるレベル)を選 
択ずることびでさまず。 



…—ぶ ：* . , J s みん。：..* /— むし L I — xrn — マ、 

-C ?- r が《.八." L . •.••ぶ 。 rihn (強め I し抑スる） 


3 音量モードキーを繰0返し巧して、 
モー ドを選がする 

フ□ントパネルディスプレイの NIGHT イ 
ンジケーターまたは EQUAL インジケー 


ターび 点灯します。 


音量モード \ 1 / 

\ 1 

[L — WGHT — 

— EQUAL 

V / 1 \ 



ぶ-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ 日 N 
キーを押すか、電源コードをあくと、音量モードは 
解除されます。 

- 

「マイサラウンド」 （4 己ページ)を選んでいると 
さは、ナイト U スニングモード•テレビ音量 
一定モードは選べません。 
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ス IJ — つタイマーを w 用ずる 


一定時間び経過すると、自動的に電源びスタンバイ状態になるよラに設定しまず。本機で音声を 
聴きなびらおやすみになりたし觸合などに便利です。 



ITV/AV ム 
I YSP/ 




しば6< の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび点灯に変わり、 
ス1」ープタイマーび設定されます。 


\ ' / 

- SLEEP - 

/ I \ 


か-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを巧すか、電源コードをあくと、ス U —プタイ 
マーは解除されます。 


TV/A V/YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


2 スリーブキーを繰0返し巧ず 

スタンバイ状態になるまでの時間びな下の 
よラに切り替わります。選択している間は 
SLEEP インジケーターび点滅します。 


スリープ 


SLEEP 


/ / 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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デジタル音声を重を切り替える 


本機では、 BS / 地上デジタル放送の映画、ドラマなどで使われている AAC 信号や HDD レコー 
ダーに録画/録音されているドルビーデジタル信号の音声入力時に、どの音声を出力するか還択 
することびでさます。 



1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


fTV/AVl 

し YSP f 




2 D 音青を重キーを繰り返し巧す、 
または D 音青る重キーを巧してから 
/ ▽ キーを巧す 


主音声と副音声の両方を出力します。 

ぶ-ヒント 

再生している映画やドラマなどに副音声び収録され 
ていない場合、 D 音声を重キーを押してを、音声の 
切り替えはでをません。 


D 音声を重 



または 


D 音声を重 
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HDMI コントロール機能を®う 

HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているテレビト部を除く）と本機を HDM 胺続した場 
合、テレビの U モコンで本機のじ(下の機能を操作ずることびできまず。 

一電源のオン/オフ（テレビ連動） 

一音量の調節(上/下、消音） 

-音声を出力ずる機器の切り替え(テレビな本機） 

HDMI を使ったコント□-ル機能に対応している機器の例として、パナソニック製ビエラリンク 
対応テレビおよび機器、東芝製レグヴ U ンク対応テレビおよび機器、日立製作所製 Wood Link 対 
応テレビおよび機器、シャープ製アクオスファミ U ンク対応テレビおよび機器、ソニー製ブラビ 
ア U ンク対応テレビおよび BD レコーダー、=菱電機製 REAUNK 対応テレビおよび機器びありま 
す。 

最新の情報および個々の機器に関ずる情報は下記 WEB サイトをご覧ください。 
http://www.yamaha.co.jp/procluct/av/support/hclmi_cec/ 

HDMI コント□-ル機能を正常に動作させるためには、 HDM 胺続しているテレビ、 DVD レコー 
ダー、ブルーレイレコーダーなどは同一のメーカーのちのを使用ずることをおずずめしまず。 

:か ヒント 

HDMI を使ったコントロール機能に対応している DVD レコーダー/ブルーレイレコーダー(-部を除く） 

を HDMI 接続している場合は、それらの機器も連動して操作することびでをます。詳しくは、 DVD レ 
コーダー/ブルーレイレコーダーの取扱説明書をご参照ください。 


1 HDMI を使ったコント□—ル機能に対応 
しているテレビと本機を HDMI 接続する 

か-ヒント 

HDMI や HDM 胺続にっいて詳しくは、 「 HDMI に 
っいて」 （1 日ぺージ)、および「セットアップガイ 
ド」をご参照ください。テレビの取扱説明書で 
は、 AV アンプとの接続ち法をご参照ください。 

2 HDMI 接続しているすべての機器の 
電源をオンにする 

列部機器の操作にっいて詳しくは、お使いの 
機器に付属の取扱説明書をご参照ください。 

3 HDMI 接続しているすべての機器の設定 
を確認し、コントロール機能を有効にする 

外部機器の設定について詳しくは、お使いの 
機器に付属の取扱説明書をご参照ください。 
手順1〜3までは、一度操作すれば二回目な 
降は必要ありません。 

4 テレビの電源を一度オフにし、再び 
オンにする 


5 テレビの入力を、本機に接続した入 
力 ([ HDMI ] など)に切日替える 

6 本機の入力を 、 DVD レコーダーまたは ブ 
ルーレイレコーダーに 切り替えて 、レ コー 
夕一の @像が正し <映るかを確認する 


7 テレビのリモコンで、本機の電源才 
ン/オフや音量の調節、音青出力機 
おの切り替まをずる 

か-ヒント 

-本機び動作しない場合は、テレビの設定で、 
HDMI を使ったコントロ ー j レ機能び有効になって 
いるか(テレビの取扱説明書参照）ご確認 < ださ 
い。 

- HDMI け外の音声を再生しているとをには、テレ 
ビの U モコンを操作してテレビの電源をオフにし 
ても、本機の電源はオフになりません。そのまま 
再生を楽しむことびでをます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備する 


設定する 



応巧操作 


付録 
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本機を詳細に設定する 


自動設定で調節されたサラウンドサウンドをお好みに合わせて変更したり、その他の各種設定を 
行ラことびできます。 


お 羊細設定メニュ --m 

詳細設定を行ラことで、本機の性能をより引さ出してお使いいただくことびでさます。自動設定 
で十分に U アルサラウンドサウンドをお楽しみいただくことびでさますび、さらに高精度で高品 
質のサラウンドサウンドを追巧するには、詳細設定におすすみください。詳細設定は、じ(下のよ 
ラに用途、機能別に4つのカテゴ U —に分類されています。 

か-ヒント 

自動設定されたデータはメモ U - に保存することびでさます （3 己ページ)。 U スニングルームの状況に合ね 
せてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利でず。 


サウンド設定 

トーンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

61 

サブウーファー設定 

サブウーファーに関する設定をします。 

61 

消音レベル 

消音にしたとさの音量を設定します。 

62 

映像と音声のタイ S 
ング調整 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
調節します。 

62 

DD/DTS ダイナ 
ミックレンジ圧縮 

ダイナミックレンジの設定をしまず。 

62 

ビーム設定 

設置視聴環境 

U スニングルームでの本機の位置や視聴位置 
を設定します。 

57 

ビーム調整 

ビームの指向性に関する設定をします。 

己 8 

Lch/Rch 位置調整 

フ□ント左ちチヤンネルの定位を調節します。 

60 

入力設定 

入力信号デコード 
モード 

電源をオンにしたとさの入カモードを設定し 
ふ 9 〇 

63 

入カレベル調整 

端子ごとに入カレベルを設定します。 

63 

HDM 隱定 

HDMI 信号に関する設定をします。 

63 

表示設定 

本体表示設定 

フ□ントディスプレイ表示を設定します。 

66 

メニュー画面設定 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
する設定をします。 

66 
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本機を詳細に設定ずる 


® 詳細設定メニュ-の操作手順 


詳細設定メニューの操作について説明します。メニューの各項目の詳細については、已7ページ〜 
己己ページをご参照ください。 



厶/ ▽ キーを巧して、詳細設定を 
選がし、決定キーを巧す 

(下のよラな画面び表示されます。 



か-ヒント 

メニューを 操作中に カーソルキーの 操作びでさなく 
なった場合は、 TV / AV / YSP スイッチび TV / AV 側 
に設定されていないかお認してください。 

メニューを操作するには、 YSP 側にスライドさせて 
<ださい。 

1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをだる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 



'詳細開 

’1けのド說 

2) ピ-ム號 

3) 入硝ま 
0表禪ま 

[▲] / [▼] :飘 
ほ泡：漉 


4 心/マキーを巧して、設定したい 
頂目びあるメニュ -を還がする 


ITV/AV ム 
I YSP/ 





2 メニューを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



メニュー 



ミホ定キーを巧す 

選択したメニュー内の項目び表示されます。 


表示例：手順4で 
ビーム設定を遇んだ場合 



2) トム關 

A ) 設置巧願境 

B ) ビ-ム體 

C ) Lch / Rch 位闘養 


[▲]/[▼]: 關挪 
ほ固：決定 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


6 么/ ▽キーを巧して、設定したし) 
頂目を選ぶ 



7 決定キーを巧す 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設 
定び表示されます。 

項目によっては、 a / ▽キーでサブメ 
ニューを選びます。 



▽ 


8 /\>キーを巧して、設定を調節、を 

更する 

設定を確定するには、決定キーを巧しま 
す。前の表示に戻るには、戻るキーを巧し 
よ苗 0 



9 メニューキーを巧して、設定を終了 
する 

テレビ画面からメニューび消'えます。 



ぶ-ヒント 

設定結果をメモ1」一に保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモリー 
機能を使用ずる」 （3 己ページ)をご参照ください。 
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本機を詳細に設定ずる 


み ビームを設定する 

本機から出力されているビームに関するさまざまな設定を行います。 

か-ヒント 

各チヤンネルのビームの音量レベルは、「音のバランスを調節する」（日7ページ)で調節でさます。 


(メニュ ー- ►詳細設定ービーム設定） 


リトム關 

A ) 設置娜願 

B ) ビ-ム體 

C ) Lch / Rch 位置調堅 


齡盛: 駆邸 


設置環境の設定により、ビームを調節 
する(設置視聴環境） 

U スニングルームでの本機の位置や、本機か 
5視聴位置までの距離を設定します。 

r 設置視聴環境」の各項目の値を変更するたび 
に「ビーム調割の項目で、設定び自動的に適 
切な値へ変更されます。 


「設置視聴環境」の設定を変更すると、自動設定で 
調節されたビームに関するデータび失われます。 
自動設定で調節されたビームのデータを生かした 
状態で、さ日に調節を加えたい場合は「ビームの 
角度や長さを設定する （ ビーム調整)」から設定を 
行ってください。 


I 設置視聴環境1/3の「本体設置位置」を設定ずる 

本機の設置状態を設定します。 


k)mm 1/3 


本驅位置 . 壁置き 


齡が 


選択項目：壁置さ、コーナー置さ 
初期設定：壁置さ 




壁と並行に設置 


部屋のコーナーに設置 


Z 設置視聴環境2/3を設定する 

U スニングルームの長さと幅を設定しまず。 


r 壁置を J ①場合 


「コーナー置を J ①場さ 


A) 1112/3 


■ 

_四 

‘ 

3 m 


齡■を:胃 


A) 1112/3 


令- 


齡■を:胃 


巧変範囲： 2.0 m 〜] 2.0 m 

r 本体設置位置」を「壁置 
き」に設定した場合は 、 U 
スニン ヴル ー ムの幅と本 
機から後方までの長さを 
設定します。 



「コーナー置さ」に設定し 
た場合は、視聴位置左側 
前方の壁の長さと、ち側 
前方の壁の長さを設定し 

よ Q 〇 



本儀について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定する 


昼本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


a ) 水平自度 



[*1 / [Tl ：iR 
な因ぶ了 


1 r 水平角度」を設定する 

自動的に出力されるテスト音を聴さなび5、ビーム 
の水平ち向の角度をチヤンネルごとに調節します。 


左ち向に調節すると音び出力されるち向は左ち向へ 
移動し、ちち向に調節するとちち向へ移動します。 
これによって ビームの 経路び移動し、 ビーム 
の 方向を最適化することびでさます。 



(+) 

(-) 


Z 「ビーム経路長」を設定する 

各チヤンネルのビームび、出力されてから壁 
にはね返って視聴位置に到達するまでの距離 
を設定します。この設定により、音の遅延量 
び補正され、各チヤンネルの音び同じタイ S 
ングで視聴位置に届くよラになります。 


ぶ-ヒント 

「ビーム経路長」は「水平ち度」を調節した場合にのみ 
設定して<ださい。自動設定 (30 ページ)を行った 
後、「ビーム経路長」の設定のみを変更すると、音び 
届くタイミングびずれてしまいます。 


3 設置視聴環境3/3を設定する 


本機前面から視聴位置までの距離や、本機の 
中むから左側の壁までの距離を設定しまず。 


「壁置き J の場合 


Mill 3/3 


な 


齡す^胃* W / W : 胃 


:按了 


「コーナー置さ J の場合 


Mill 3/3 



[▲]/[▼]: 項目離【イ/ [►] :驅 
は君ぶ了 


本機から視聴位置までの可変範囲： 
1 '8m 〜 9'Om 

本機から左側の壁までの可変範囲： 
0. 己 m 〜]] Am 


r 壁置さ」の場合のみ 


1ぶの〜 

9.0 m 




◄ -1 

0-6 m 〜 

1 1.4 m 

i 

1 


ビームの水平角度 • 経路長 • 焦点距離 • 
高音レベルを個別に設定する 
(ビーム調整） 

ビームの指向性に関する設定を行います。 


か ヒント 

自動設定の実行や、詳細設定の「設置視聴環境」の 
設定により、さ項目の初期設定値は自動的に設定 
されています（「焦点距離」の r センター」は除<)。 
ビームモード (43 〜4已ぺ一义49ぺージ)の設 
をにより、設定でをないチヤンネルは「一一」と表 
示されます。 


巧変範囲： 0.3 m 〜24.0 m 


可変範囲：左9□度〜ち9□度 


B ) ビ - II 整 

一 a ) 水平能 
b ) トム銷長 

C ) 焦娜ま 
d ) 詣レベル 

[▲]/[▼] :頂目頸 
[細：游 


b ) NI 路長 

ーフ□ントち . 

フ□ントち . 

センター . 

サラウン巧 . 

サラウンドち . 

[▲]/[▼] :靴 [イ /[►] :體 
は妇ぷ了 


度 
ち〇 
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本機を詳細に設定ずる 


フ□ントち • 
フ□ントち • 
センター.. 
サラウンド左 
サラウンドも 


ち図では、矢印の長をがビーム 
の経路長を表していまず。 


3 r 焦点距離」を設定する 

音びよく聞こえる範囲（スイートスポット）の 
広さを調節します。 


本機は、下図のよラに音び一旦焦点を結び、 
その i 也点からまた広びるよラ設定されていま 
す。数値をルさく（一（マイナス)方向に)設定 
するほどスイートスポットは広くなり、数値 
を大きく （+( プラス)方向に）設定するほどス 
イートスポットは狭くなります。 



センターチヤンネルについては、初期設定 
(一 0.3 m ) での使用をおすすめします。 


例 

フ□ント左チヤンネル センターチヤンネル 


ス、、 



か-ヒント 

自動設定 (30 ページ)および「設置視聴環境」（已7 
ページ)の設定では、スイートスポットび本機の幅 
より少し広くなるよラ自動的に調節されます。 

4 r 高音レベル」を設定する 

高音域の指向性をさチャンネルごとに調節し 
ふ 〇 


カーテンなどに音び吸収され、ビームの反射 
びルさくなってしまラとさに、高音域のレべ 
ルを上げることにより、それを補正します。 

数値び上びるほど、ビームの反射び大きくな 
ります。 


[i] / [T] :挪 M / [►] :レベル勇里 
[賊1ぶ了 


d ) 局旨レベル 


c ) 

焦点題 

5 ピーム 

—フ□ント左 • 

. +1 . 3 m 

フ□ントち. 

.+ 3. Om 

センタ—.. 

.- 0 . 3 m 

サラウンド左 

. + 1, 7 m 

サラウンドち 

.+ 3. 2 m 

据 f : を:®* 



フロント左/ち 


巧変範囲： 

-1 .日 m " 

- + ] 3.0 m 

センター 

巧変範囲： 

-1 . Om " 

-+ ] 3 .日 m 

初期設定： 

-日 .3 m 


サラウンド左/ち 


巧変範囲： 

-1 . Om 〜+ ] 3.0 m 


フ□ント左/ち 

巧変範囲: 

: -12.0 dB -+12.0 dB 

センター 


巧変範囲: 

: -12.0 dB 〜+]2.0 dB 

初期設定: 

: 0服 

サラウンド左/ち 

巧変範囲: 

: -]2'0 dB 〜 +]2'0 dB 

初期設定: 

: +3.0 dB (已ビーム時） 


Od 巨 ( ST +3 ビーム時） 


d d d d d 
o o o o o 


本穩について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


調節しないとさ 


フ□ントちチヤンネルの 
レベルを上げたときの 
イメージ 


1 r を」を設定する 

左側から聞こえてくる音の方向を調節します。 




設定値(％)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになりまず。 


巧変範囲：日％〜9己％ 
初期設定：日％ 


フ□ント左/ちチヤンネルのバランス 
を調節ずる （ Lch / Rch 位置調整） 

フ□ント左/ちチヤンネルの音声び聞こえてくるち向 
び、センターに近い位置になるよラに調節しまず。 

ぶ-ヒント 

各チヤンネルのビームの音量レベルは、「音のバラ 
ンスを調節する」（日7ページ)で調節でさまず。 


。 LcWRc 他關整 

— ►オフ オン 


齡を:頂剛1ィ用:躍 


視聴位置び U スニングルームの中むから極端 
にずれている場合など、左ちで音の聞こえて 
くる方向び不自然な場合にご利用ください。 


調節しないとさ 



フ□ントをチヤンネルを 
調節したと走のイメージ 



2 r ち」を設定する 

ち側から聞こえてくる音の方向を調節します。 

設定値(％)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになります。 


巧変範囲： 0%〜9已％ 
初期設定： 0% 


フ□ントちチヤンネルを 
調節しないとき 調節したとさのイメージ 


ビームモードを「3ビーム」または r 已ビーム」に設 
定しているとさのみ調節することびでさます。 

「オン」を選択すると「1「左」を設定する」および 
「2「ち」を選択する」で音の方向を調節でさま 
す。 




選択項目：オフ、オン 
初期設定：オフ 


表示例： 

オンに設定した場合 


OLch/Rchlili 


左 . 0% 

右 . 0% 

[*1 / [ Ti : aaiR M / M : 醒 
曲因：度了 
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本機を詳細に設定ずる 


み音声出力を設定する 


音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定をします。 


(メニュ ー- ►詳細設定ーヴウンド設定） 


1けウン隅定 

A ) 卜-ン]ント□-ル 

B ) サブウ- ファ- 說 

C ) ミ 肖音レベル 

D ) 映孩と詰のタイミング體 

E ) DD / DTS タイナミックレンジ胡 


魔 f 盛:®* 


高音域と低音域の出カレベルを設定ず 
る（卜ーンコント □ —ル） 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 


A ) トン]ントトル 

- + 

-* 旨旨 . 0 d B II 

坦音 . Od 己 II 

[▲]/[▼] :挪[イ/〔►]:レベル體 
欧固：搭了 


r 高音」を調節する 

高音域の音色を調節します。 

巧変範囲： 一] 2.0 dB 〜+1 2.0 dB 
孤期設定：〇祀 

r 低音」を調節する 

低音域の音色を調節します。 

巧変範囲： 一] 2.0 dB 〜+1 2.0 dB 
巧期設定： OdB 


サブウーファーの設定をする 

サブウーファーについて、出力先の設定をし 
ます。 


B けブトリ-關 

- 欣あ力 . 

.サブトフ7- 

LFE レベル.... 

. OdB 

[▲]/[▼] :巧目挪 

[ィ/ [►] :體 

ほ固：接了 



r バス出力」を設定する 

サブウーファーとフ□ントスピーカーのどち 
5か日低音成分を出力ずるかを設定します。 

選択項目：サブウーファー、フ□ント 
初期設定：サブウーファー 

r サブウーファー」：サブウーファーか日低音 
成分を出力します。 

「フ□ント」：フ□ント スピーカーか 5ほ音成分 
を出力します。 

FLFE レベル」を設定する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に 
含まれている LFE (低域効果音)の音量を調節し 
よ9 〇 


巧変範囲: 

-2 日服〜日服 

初期設定: 

〇服 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


消音のレベルを設定ずる 

1」モコンの消音キーを巧して消音するとさに 
下げる音量を、2段階か5選択します。 

巧消旨レベル 

►網 -20 dB 

[イ / [►] ■m 

[細：終了 


選択項目：消音、 -2 □服 
初期設定：消音 

「消音」：完全に消音し、無音にする場合に選 
択します。 

r-20dBJ :いま聴いている音量よりも、 
20dB 下げて再生する場合に選択しまず。 

映像と音芦のタイ S ングを調節する 

音声出力のタイ S ングび映像と一致ずるよラ 
に補正しまず。 

の臟端のタイミング醒 

調星時茵 .0 msec 


ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイ 
ナミックレンジを選びます。 

E ) DD/DTS ダイナミリクレン观1 

圧縮大 輔居華►胡なし 


選択項目：圧縮最大、圧縮標準、圧縮なし 
巧期設定：圧縮なし 

r 圧縮最大」：ル音量でちルさな音び明瞭に聴 
こえる、夜間に音声を楽しむのに適したダイ 
ナ S ツクレンジです。 

r 圧縮標準」：一般的な家庭用として使用する 
ダイナ S ツクレンジです。 

r 圧縮なし」：ルさな音から大さな音まで、 
ソースの持つヴウンドを最大に生かすダイナ 
S ックレンジです。 


ダイナ三ックレンジとは？ 

どれだけルさな音から、どれだけ大さな音 
までを雑音や歪みなく再生でさるかを表し 
たちのです。 


デジタル処理された映像び、音声よりち遅れ 
て出力されることびありまず。 

この出カタイ S ングのずれを、音声を遅5せ 
て出力することにより補正します。設定値び 
大さくなるほど音声び遅れて出力されます。 

プラズマテレビや液晶テレビをご使用の場合 
は 30 msec 〜已 0 msec 、 ブラウン管式テレビ 
をご使用の場合は 0 msec の設定をおずすめし 
ふ苗 0 


可-変範囲： 0 msec — 1 60 msec 
初期設定： 0 msec 
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本機を詳細に設定ずる 


—テレビ/チユ-ナ-アナ□グ 
デジタル 

ヒ.テオ アナ□グ 
DVD デジタル 
AUX デジタル 


B 入化べ關整 


[▲レ [▼] :關餓[イ /[►]: 驅 
[5 細ぶ了 


ヴボート音 f = 
記飘 
贿信号の觸 
HDMI 〕 ント□-ル 


[▲]/[▼] :項目挪 
は固：總 


C HDMI 關 


各端子の入カレベルを調節する 
(入カレベル調整） 

端テごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のばらつさを調節しまず。 

か-ヒント 

本機と外部機器との接続状況によって、メニュー項 
目び変わります。 

表示例 


メニューに表示されたそれぞれの端モについ 
て、入カレベルを調節します。 


HDMI 信号に関する設定をする (HDMI 
設定） 

HDMI 入力端テから入力された信号の設定をし 
たり、 HDMI 映像信号の情報を表示します。 


r ヴポート音青」を設定する 

HDMI IN 端テから入力した音声信号を、本機 
で再生するか、本機の HDMI OUT 端テに接続 
した機器(テレビなど)で再生するかを設定し 
よ9 〇 


巧変範囲：一目.日 d 日〜日 dB 
初期設定： -3.0 dB 


» 乂力の黨をを頼する 

入力信号に関する設定を行います。 

(メニュ ー-^詳細設定一入力設定） 


3) 入力關 

— A ) 入力輯テ;]-巧ード 
B ) 入カレベル體 
0 HDMI 離 

[▲]/[▼] :舶飘 
巧固：;視 


電源をオンにしたときに適用する入カモー 
ドを設定する (入力信号デコー ドモード） 

本機の電源をオンにしたとさに使用する音声信 
号の入カモードを指定することびでさます。本 
機び自動的に適切な音声入力信号を選択する 
か、前回選択していた音声入力信号を今回ちそ 
のまま適用するかのどちらかを設定します。 

かヒント 

音声信号の種類については「入力する音声信号を切 
り替える(入カモード切り替え)」（日日ぺージ)をご参 
照 < ださい。 

A ) 入力 i 号デ]- 巧-ド ■ 

►關爱お 前回設を 

[< / [►] :鄙 
臟]ぶ了 


還択項目：自動選択、前回設定 
初期設定：自動選択 

r 自動選択」：入力された音声信号を識別し 
て、自動的に適切な入力選択をします。 

r 前回設定」：前回電源を切ったとさに選択し 
ていた音声入力信号をち生します。設定とは 
異なった音声信号び入力された場合は、音声 
は出力されません。 


d d d d d 

----- 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


み-ヒント 

■ 本機の HDMI IN 端子に入力した HDMI 映像信号 
は、常に本機の HDMI OUT 端テへ出力されま 
す。 

■ 「サポート音声」は、 「HDMI コント □ —ル」び r 才 
フ」のとさのみ有効です。 


a けポ-喘 

► YRS-2000 それ U 巧 

[ィ]/ [►] :颤 
巧茵：转了 


選択項目： YRS-2000. それ LU 外 
ネ刃期設定： YRS-2000 

rYRS -2000」 ：人力された音声信号を本機で 
再生します。 HDMI IN 端テに接続した HDMI 
機器から入力した信号は、 HDMI OUT 端テに 
伝送しません。 

r それじ(外」： HDMI OUT 端テに接続した機器 
で再生します。 


r オン」： HDMI IN 端テから入力している音声 
信号を出力します。再生機器と HDMI 接続して 
いない場合は、デジタル信号の音声を出力し 
よ苗 0 

r オフ」： HDMI IN 端テから入力している音声 
信号を出力しません。デジタル信号の音声を 
出力します。 

ぶ-ヒント 

「音声逞択」の設定に関わらず、映像信号は常に 
HDMI 信号を出力しまず。 

r 映像信号の確認」 

HDMI 映像入出力信号の解像度やエラーメッ 
セージを表示します。 

誦号の臟 

-HDMISSe-■■480p 
HDMI 15- 


r 音亩選択」を設定する 

HDMI 音声信号出力のオン/オフを切り替えま 
す。再生しているマルチチヤンネル音声ソー 
スび2チヤンネル音声でしか出力されない再生 
機器の場合、本機と再生機器を HDMI に加え 
て光または同軸デジタル接続し、「音声選択」 

を r オフ」に設定してくださし、マルチチヤン 
ネル音声信号はデジタル端テを経由し、本機 
からマルチチヤンネルで出力されます。 


「 HDMI 解像度」： HDMI 入出力映像信号の解 
像度を表します。 

「 HDMI エラー」： HDMI 信号に関ずるエラー 
を表术します。 


表示 

巧容 

デバイス エラー 

制限台数を超える HDMI 機器び接続 
されています。接続されている機器 
をかなくしてください。 

HDCP エラー 

HDCP の認証に失敗しました。接続 
している機器が HDCP に対応してい 
るかご確認ください。 


w 音飄 

-HDMM AUX ■•- 'オン 
HDMI 2 DVD ■'■'オン 


齡を:胃 


選択項目：オン、オフ 
初期設定：オン 
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本機を詳細に設定ずる 


「 HDMI コント□-ル」を設定する 

本機と HDMI 接続した機器の U モコンで本機を 
操作できる、 HDMI コント□-ル機能のオン/ 
オフを切り替えまず。 HDMI コント□-ル機能 
について詳しくは、 「 HDMI コント□-ル機能 
を使う」（已3ぺージ)をご参照ください。 


d ) 關 I ]ントトル 


[イ/ [►] :飄 
ほ因ぶ了 


選択項目：オフ、オン 
初期設定：オン 

r オフ 」： HDM ロント□-ル機能を無効にしま 
す。 

r オン 」： HDM ロント□-ル機能を有効にしま 
す。本機の待機時消費電力び増加します。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


〇 表巧の設定を変更する 

本体のフ□ントパネルディスプレイ表おや、テレビ画面に表おされるメニューについて設定します。 


(メニュ ー- ►詳細設定一表示設定) 


0表示關 

- A ) 本麻號 
B ) に • i - ii ■號 


[▲]/[▼] :項目飘 
[細：ミ妨 


フロントパネルディスプレイ表示を 
設定する(本体表示設定） 

フ□ントパネルディスプレイ表示を設定します。 


A け胺願定 

-操作時の巧るさ . 0 

ホ長作時の明るさ 0 


[▲]/[▼]: 頂目挪[イ /[►]: 鄭 
ほ茵ぶ了 


r 操作時の明るさ」を設定する 

本体の キー または U モコン キーで なんらかの 
操作をすると、フ□ントパネルディスプレイ 
の表示び一定時間明るくなります。そのとさ 
の明るさを調節します。 

選択項目：一2、一1、0 
初期設定：0 


メニューの表示を設定する 
(メニュー画面設定） 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
して設定します。 


B ) む-丽關 

上下あ屋 . 0 


r 上下位置」を設定する 

メニューを表示する位置を調節します。一（マ 
ィナス)方向にすると表示位置び上に移動し、 
+( プラス）方向にすると下に移動します。 

巧変範囲：一已〜+已 
初期設定：0 


r 非操作時の明るさ」を設定する 

一定時間なにち操作しないと、フ□ントパネ 
ルディスプレイは暗く表示されます。 

そのとさの明るさを調節します。「操作時の明 
るさ」の設定値を基準にさ日に3段階暗くする 
ことびでさます。 

選択項目：非表示、一3〜一1、0 
初期設定：0 


巨巨 













各チヤンネルおよびサブウーファーの音量を調節する 


各チヤンネルおよびサフウーファーの音量のバランスを調節します。音量バランスを整スること 
によって、自然なサラウンドサウンドになります。 


@ テス ト音をほつて調節する 


各チヤンネルおよびサブウーファーか5テスト音を出力ずることによって、チヤンネルごとの音 
の大ささの違いを聴さくらべ、バランスを調節することびでさます。テスト音を使っての調節 
は、「已ビーム」または rST +3 ビーム」、「3ビーム」を選択しているときに行えます (43 ぺージ)。 



TV/A V / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AV し 

I YSP r 




テス トキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「TEST 
FRONT U と表示され、フ□ント左チヤン 
ネルからテスト音び出力されます。 

テスト 


心/マキーを巧して調節したい 
チヤンネルを選がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のよラに切り替わりまず。 



i こ二： i 二， U ご，; JJUU 广 こ巧 


( 詳細設定の「パス出力」が 
「サブウーファー」のとさ） 


4 <\ /り年一を巧して音量レベルを調部する 

音量調節レベルは 一 1 O . Od 日〜+ ] O.OdB 
です。 




設定中に音量を上げた場合は、巧のステッ 
プにずすむ前に必ず音量を確認し、上びり 
すぎている場合は音量を下げてください。 

テス トキーを押して、設定を終了ずる 

テスト 




本機の自動設定 (30 ぺージ)を行わないと、テス 
卜I-ーンを選ぶことはでをません。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 





























































音のバランスを調節する 


〇 再をしなび6調節する 

DVD などを再生しなびら、各チヤンネルおよびサブウーファーの音量バランスを調節すること 
びでさます。 



3 <1 /!>丰一を巧して、音量レベルを 
調節ずる 

音量レベル調節範囲は一] O . OdB - 
+ ] O . OdB です。 


1 TV / AV / YSP スイッチを Y 5 P 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


[tV/AVL 

LYSP r 


2 CH レベルキーを繰り返し巧ず、ま 
たは CH レベルキーを巧してから 
/マキーを巧して、調節したし、 
チヤンネルを選がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のよラに切り替わります。 




4 しば6<の囲操作をしない 

設定を終了します。 


か-ヒント 

違おしているビームモードにより、調節でをるチヤ 
ンネルはを化します。調節でさないチヤンネルは 
r 一一」と表示されます。 



表示例 
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( 詳細設定の「バス出力」が 
「フ □ ント」のとを） 


































減モる-音識营苗り畳ぇる 


テレビや DVD プレーヤーなどの外部機器か5本機に入力する音声信号を選択します。 

「 AUTO 」 （初期設定)のままでほとんどの音声信号を再生することびでさますび、必要に応じてデ 
ジタル、アナ□グ信号の優先順位を選んだり、 DTS または AAC に入力信号を固定したりするこ 
とびでさます。 




圓口冒 narnan 


TM'JK V / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AVL 
I YSP/ 


U 


入力選巧キーを巧して、入力ずる機 
器を選がする 


チユーナービデオ DVD 

□ □ □ 


テレビ 


□な 




ビデオはアナ□グ入力に固定されています。入力 
モードを変更することはでをません。 


入カ モー ド キーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在の入力 
モードび表示されまず。 

入カモード 


4 入カモードキーを mo 返し巧ず 

入力選択している機器に応じて、フ□ント 
パネルディスプレイにじ(下のよラに表おさ 
れます。 

入カモード 


テレビ/チューナーを 
入力選択している場合 


DVD を入力選択 
している場合 


口！？ 口 L ,, ，—: : ■ J 


AUX を入力選巧し 
ている場合 


AUTO 

入力された音声信号を識別して、自動的に適 
切な入力還択とデコードをします。 

デジタルとアナ □ グの両方で接続したテレビ 
から、両方の信号び入力された場合には、デ 
ジタル信号を優先して選択します。 

通常はこのモードをご使用ください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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入力ずる音青信号を切り替える(入カモード切り替え) 


DTS 

□ TS 信号のみを再生します。 

DTS 信号を入力している場合、 AUTO に設定 
しているとさよりち安定した再生び可能でず。 

DTS - CD または DTS - LD を再生ずるときにお 
すすめします。 


AAC 

AAC 信号のみを再生します。 

AAC 信号を入力している場合、 AUTO に設定 
しているときよりも安定した再生び巧能です。 

BS / 地上デジ例レ放送や D - VHS デッキなどか 
5 AAC 信号を入力ずるときにおずすめしまず。 

ANALOG 

デジタル信号とアナ□グ信号び同時に入力され 
ている場合でち、アナ□グ信号を再生します。 

み-ヒント 

「電源をオンにしたとさに適用する入カモードを設 
定ずる（入力信号デコードモード)」（日3ぺージ)で、 
本機の電源をオンにしたとさに使用する入カモード 
を「自動選択」 (AUTO) にずるか、前回使用していた 
入カモードにずるかを指定することびでをます。 
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拡張メニューを設定する 


各種設定を保護したり、工場出荷状態に戻したりします。 


@疵張メニュ-の操作手順 

あ張メニューの操作について説明します。各 
メニューの詳細については、72、73ぺージ 
をご参照ください。 


SYAMAHA 


THEATER RACK SYSTEM YA& 占 000 


INPUT - VOLUME STANDBY/ON 


lOPI 





本磯の電源をオフ（ス タン/ \:イ)にする 

電源 



本化の INPUT キーを巧しなび6、 

リモコンの電源キーを巧して電源を 
义巧る 

フ□ントパネルディスプレイに 「MEMORY 
PROTECT 」 と表示されます。 

電源 

INPUT 巧しなび弓 





INPUT キーをはなず 

INPUT 


り 


4 TV / AV / Y 3 P スイッチを YSPm 

にスライドをせる 

リモコンび YSP モードに切り替わります。 


[TV/AV し 


YSP 


U 


么/ ▽キーを巧して、設定したい 
タニユーをフロントパネルデイスブ 
レイに表示をせ、巧定キーを巧す 



今 




表示例 ： 「DEMO MODE 」 を遇んだ場合 


<1 / t > キーを巧して、設定したい頂目/ 
指定したし、値をフ a ント J 《ネルデイ 
スプレイに表示させる 




表示例：手順已で rOEMO MODEJ を還んだ場合 


リモコンの電源キーを巧して、電源 
をスタンバイにする 

再度電源キーを巧して電源を入れると、設 
定されます。 


電源 



本機について 


設置.接続ずる 


準備する 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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J 広張メニューを設定ずる 


ぶ-ヒント 

拡張こユーの設定を変更するには、本体の電源を 
切り、改めて拡張こュー設定の操作を行います。 

〇 メニュ —の設定内容を保護する 

メモ U —保をした設定の内容を変更でさないよ 
うにします。け広張メニューの操作手順」 （7] 
ページ)®手 I 慣已で 「MEMORY PROTECT 」 を 
表示させ、手順己で 「 PROTECT : ON 」 感定内 
容を保護したい場合)を還択してください。 



選択項目： 

PROTECT : OFF 、 PROTECT : ON 


〇 音量の最大値を設定する 

本機の音量を、指定した値より大さくでさない 
よラに設定します。け広張メニューの操作手順」 
(7] ぺージ)の手順已で 「MAX VOLUME SET 」 
を表示させ、手順己で値を設定してください。 



ミ国ぉ範囲. 

MIN (最ル)、日]〜9目、 MAX (最大) 


q 電源を入れたとをの音量 
を固定する 

本機の電源をオンにしたとさの音量を、常に 
指定した値になるよラに設定します。「拡張メ 
ニューの操作手順」 （71 ページ)の手順已で 
「TURN ON VOLUME 」 を表示させ、手順6で 
値を設定してください。 


調整範囲： 

OFF 、01-99. MAX (最大) 


。デモ モードで再生する 

デモモードでは、ビーム化された音声を]チヤ 
ンネルで出力し、水平に動作(スイープ)させ 
ます。これにより、本機からビームびどのよ 
ラに出力されているか体感でさます。け広張メ 
ニユーの操作手順」 （7] ぺージ)の手順已で 
「DEMO MODE 」 を表示させ、手順6で 
[ DEMO : ON 」 （デモモードで再生したい場合） 
を選択してください。 


選択項目： 

DEMO : OFF 、 DEMO : ON 


音声をスイープさせるには 

再生ソースを出力させなびら決定キーを巧しま 
す。 


スイープを停止させるには 

ちラー度決定キーを巧します。 
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す広張メニューを設定ずる 


9 フ〇ン/ V 巧、ルの INPUT 
キー操作を無効にする 


み 設定した巧客を孩1 期化する 

各種設定をすべて工場出荷状態に戻します。 


フ□ントパネルの INPUT キ-娜しても、入「欄メニユ-の操作手順」のぺ-ジ)の手順 


力び変わらないよラにします。け広張メニュー 
の操作手順」 （7 1ページ)の手順5で 「PANEL 
INP . KEY 」 を表示させ、手順己で rP . INPUT : 
0 FF 」 （フ□ントパネルの I N PUT キー操作を無 
効にしたい場合）を選択してください。 


選択項目： 

P ' INPUT : ON 、 P . INPUT:OFF 


已で 「FACTORY PRESET 」 を表示させ、手順 
己で 「 PRESET : RESET 」 江場出荷時の状態に 
戻したい場合)を選択してください。 


選択項目： 

PRESET:CANCEU PRESET : RESET 


9 フ a ント j 《ネルキー操作 
を無効にする 

あ張メニューじ(外の操作をフ□ントパネル 
キーででさないよラにします。け広張メニュー 
の操作手順」 （7 1ページ)の手順5で 「 F.PANEL 
KEY 」 を表示させ、手順己で 「 F . PANEL : OFF 」 
(フ□ントパネルキー操作を無効にしたい場 
合)を選択してください。 


選択項目： 

F . PANEL : ON 、 F.PANELOFF 

無効にしたフ□ントパネルキーを ON にずるに 
は、電源を U モコンで切り、改めて設定し直 
してください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機の IJ モコンでか部機器を操作する 


外部機器の U モコンコード (8] ページ）を登録ずると、本機の U モコンを使用して本機に接続し 
たテレビや DVD 、 ビデオデッキなどの外部機器を操作することびでさます。 

- 

-が部機器の機種によっては、本機の U モコンで一部の機能を操作でをない場合びあります。また、全く 
操作でをない場合をありまず。このよラな場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。 

-1」モコンの電ミ也び切れると、約2分をに U モコンの設定内容び消去されます。この場合、必要に応じ 
て U モコンコードを再登録してください。また、電池び切れてから2分に満たない場合でを、電池の 
交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありまずので、ごを意ください。 


9 ソモコンコー ドを登録ずる 

入力選択キーのテレビキーにはテレビの、 DVD キーには DVD の、チューナーキーには衛星放送/ケー 
ブル TV チューナーの、ビデオキーにはビデオデッキの、 AUX キーにはその他の機器の U モコンコード 
を登録することびでさます。 


U モコン进言表示 



1 S 7ぺージのソモコンコードー篡か 
a ソモつンコー ドを設定したいか部 
機おのコードを擅える 

複数のコードびある場合は、 ] つずつ試し 
てください。 


2 コードセツトキーを巧しなび6 、 y 
モコンコー ドを設定したいか部機器 
のスカ還が丰一を巧す 

コードセツトキーを巧したまま、手順3へ 
すすみます。 U モコン送信表示び2度点滅 
します。 


設定例(ャマ A 製 DVD ) 
テレビ消音 DVD 



コードセツトキーは手順3の操作終了まで巧し続けます。 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


U モコン送信表示の点滅び点灯に変 
ねつたら、 コー ド七ツトキーを巧し 
たまま、手順1で控えたコードを数 
をキーで入力する 

登録に成なずると、 U モコン送信表示び消 
灯します。 

ここでコードセットキーを放します。 

正常に登録でさなかった場合、 U モコン送 
信表示び点滅します。この場合、コード 
セットキーを放し、手順]からやり直して 
ください。 

設定例けマ A 製 DVD ) 

テレビ消音 


コードセット 


巧したまま 


マイヴラウンド 


曰。 


与 




U モコンコードの入力が遅れると登録でさな 
いことがあります。登録できなかった場合 
は、コードセツトキーを放し、もう一度手順3 
からや0直して < ださい。 


4 r 設定した機器を操巧ずる J (フ6 
ぺージ)を参照し、登録したが部機器 
のいずれかの操巧を実巧する 

確認には、最初に外部機器の選択を行い、 
電源のオン、オフなどを試してみましよ 
ラ。 

外部機器び正しく機能ずれば登録は完了で 
す。正しく機能しない場合は U モコンコー 
ドび合致していない可能性びあります。本 
機に接続している外部機器の U モコンコー 
ド (8 1ページ)を確認後、手順1を再度実行 
してくださし、 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 



付録 
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本機のリモコンでが部機器を操作する 


〇> 設定した機器を操作する 

テレビを操作する 


HDMI コント□—ル機能を使用し 
ている場合、本機と HDM 胺続し 
たテレビを本機のリモコンで操 
作ずると、本機の電源オン/ス 
タンパイや音量調節など、一部 
の機能が動作ずることがありま 
ず。 HDMI 機能に巧応している 
DVD レコーダーやブルーレイレ 
コーダーを本機と HDM 胺続して 
いる場含は、それ5の機器の電 
源も動作ずることがありまず。 


TV / AV / YSP スイッチを TV / AV 側にスライドさせてか！5、テレビキーを巧して入力をテレビに 
切り替えまず。 



( tV/AVl 

LYSP r 


It 



テレビ 



〇放送メディア選択キー： デジタル放送対応テ 
レビで、放送メディア旧 S 放送/ CS 放送/ 
地上デジタル放送 / i 也上アナ□グ放送)を選 
択します。 

©数字キ ー :チヤンネルを直接指定します。 

お使いのテレビにより、放送メディアび切り替 
わることびありまず。 


© EPG キ ー :デジタル放送対応テレビでデジ 
タル放送受信時に、電モ番組表 ( EPG ) を表 

术しぶ9 〇 

〇力ーソル ( a / ▽パル) キ ー/ ミ夫定キ ー : 
メニューを選択-決定します。 


包テレビ入力切替キ ー :テレビの入力を切り 
替えます。 

〇電ミ原 ( TV ) キ ー : テレビの電源をオンにします。 

包テレビ入力1/2キー： テレビの入力を直接 

}曰化し击9。 

包メニューキ ー ： メニューを表おまたはメ 
ニューを終了します。 

⑩戻るキ ー :前のメニューに戻ります。 

めテレビ音量 （ + /-) キ ー :テレビの音量を調 
節します。 

⑩テレビ消音キ ー :テレビの音量を一時的に 
消音します。 


©チヤンネル （ + /-) キ ー :テレビのチヤンネ 
ルを切り替えます。 
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本機のリモコンでが部機器を操作ずる 


DVD プ レー ヤ ー/ レコーダーを 操作する 



TV / AWYSP スイッチを TV / AV 側にスライドさせてか6、 DVD キーを f 甲して入力を DVD に切 
り督えまず。 


ITV/AVL 

1 YSP r 


DVD 


〇放送メディア選択キー： デジタル放送対応 
DVD で、放送メディア （ BS 放送/ CS 放送/ 
地上デジタル放送/地上アナ□グ放送)を選 
択します。 

0数字キー： 数字を入力します。 

© EPG キー： デジタル放送対応 DVD でデジタ 
ル放送受信時に、電モ番組表拒 PG ) を表示 
します。 

〇力ーソル ( a / ▽パル) キ ー/ ミ夫定キ ー : 

DVD メニユーを選択しまず。 

包録画番組キー： デジタル放送対応の DVD レ 
コーダーに録画したデジタル放送番組を表 
术しよ9 〇 


©チヤンネル （+/ —) キー： DVD のチヤンネ 

ルを切り替えます。 

0 DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー :再生、停止 

などの操作をします。 

包ディスク還択キ ー : HDD 内蔵 DVD レコー 
ダーのディスク （ HDD / DVD ) を選択しま 
す。 

©電源 ( AV ) キ ー : DVD の電源をオンにします。 

⑩メニューキ ー : DVD メニューを表おまたはメ 
ニューを終了します。 

の 戻るキ ー : DVD メニューで前の画面に戻る 
ときに巧します。 


本磯について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機のリモコンで外部機器を操作する 


衛星放送/ケーブル TV チューナーを 
操作する 



TV / AWYSP スイツチを TV / AV 側にスライド 
させてか5、チューナーキーを巧して入力を 
チューナーに切り替えまず。 


[tV/AVl 

LYSP f 


It 




〇数字キ ー : チヤンネルを直接指定します。 


ビデオデッキを操作する 



TV / AWYSP スイツチを TV / AV 側にスライド 
させてから、ビデオキーを巧して入力をビデ 
オデッキに切り替えまず。 


(tV/AVl 

LYSP r 



©チヤンネル （+/—) キ ー ： チユーナーのチヤ 

ンネルを切り替えます。 

©電源 ( AV ) キ ー : チューナーの電源をオンに 
します。 


〇数字キー： チャンネルを直接指定します。 

©チャンネル （+/-) キ ー : ビデオデッキの 
チャンネルを切り替えます。 

包 DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー : 再生、停止 

などの操作をします。 


〇電源 ( AV ) キー： ビデオデッキの電源をオン 
にします。 
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本機のリモコンで外部機器を操作ずる 


Q テレビマクロ機能を使用する 


テレビマク□機能とは、入力選択キーで入力機器を選ぶだけで、テレビの入力切替までを自動的 
に行うことびできるようにずる機能でず。例えば DVD を再生ずる場合、通常は （1) テレビの入力 
を切り替える^(2)入力機器を DVD に切り替える • • • などの操作び必要でず。マク□機能を使 
ラと、マク□キーの DVD キーを巧ずだけでこのよラな一連の操作を行ラことびでさまず。マク 
□機能の設定中は、 U モコンのホ外線送信部を常に本機およびテレビの U モコン受光窓に向けて 
操作してください。 




テレビマク□の設定は、テレビの U モコンコードを登録 (74 ぺージ）したあとに行ってください。テレ 
ビマク□設定後にテレビの1」モコンコードび登録された場合、1」モコンコード登録び無効になりまず。 
チューナー機能び搭載されていないテレビをご使用の場合は設定のち法び異なります (80 ページ)。 
設定の途中で、下の U モコン図で示されているし U 外のキーを押すと、設定び無効になります。 

手順2または3で、キーを押す間隔び10砂を超えると、すべての操作び無効になります。その場合、 
手順1からやり直してください。 


^ 冒 I 歐 j ^ r 肩 


ir 己 f 





テレビ消音 


] —ドセット 


巧しなび 5 


□VD 


テレビミ肖音 


マクロ 


チヤンネル +/— キー、または数き 
丰一 を巧す 

テレビ画面びチューナー画像に切り替わつ 
たことを確認しまず。 


チヤンネル 


つー ドセツトキーを巧しなび5、マ 
クロを設定したい機器の入力選択 
キー を巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 ( DVD ) 



または 


已ビーム ST+3 ビーム 3ピーム. 

回图回 

ステレオ K マイヴラウンド 


D 音きさ■重 デコーダー 


4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した機器の画像に切り替わる 
まで、キーを繰0返し巧しまず。 

テレビ入力切替 


巧 


ミ夫定キーを巧して、7ク□設定を終了ずる 


コー ド七'ットキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 



巧したまま 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 


79 














































































本機のリモコンで外部機器を操作する 


チューナー機能び搭載されていないテ 
レビをご使用の場合 


1 コードセツトキーを巧しなが5、7 
クロを設定したい機器の入力還が 
丰一 を巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 ( DVD ) 

テレビ消音 DVD 



テレビマク□を実行するには 


7クロを実巧したい機器の乂力還が 
キーを2砂口上巧す 

入カモードび切り替わるのと同時に、テレ 
ビの入力ち切り替わりまず。 

チューナービデオ DVD AUX 

じ'.可じ.''; Ijv.l (^...| 

‘1.-- 

2巧 1 U 上巧ず 


2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 



3 テレピスカ 7 丰一を巧す 

テレビび入力1の画面に切り替わったこと 
を確認します。 


入力1 



テレビマク □ の設定を解除ずるには 


1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロ設定を解除したい機器の入力選 
択キーを押す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

解除例 ( DVD ) 

テレビ消音 DVD 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した機器の画像に切り替わる 
まで、キーを繰り返し巧しまず。 


テレビ入力切替 



5 巧定キーを巧して、マクロ設定を終 
了ずる 


2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 

テ レビ消音 7ク〇 



3 決定キーを巧して、マクロ設定を解 
除する 
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リモコン コードー質 

下表のメーカー製品であってを形式、年式によって使用でをないをのびあります。また、メーカー 
や機種によっては操作でさないをの、または限られた機能しか操作でをないをのびあります。この 
場合は、お使いの機器専用の U モコンをご利用ください。複数の U モコンコードび記載されている 
場合は、お使いの機器に一致するをのび見つかるまで順番にお試しください。 


ソニー 

7 已色 

7 已 7 





パイオニア 

747 

748 

78 己 




八°ナソニック 

744 

74 已 

74 巨 

747 

783 

784 

曰立 

722 






PHILIPS 

763 

764 

7 已已 

7 已巨 

7 已 7 

768 

BS デジタルチュー 

■ナー 





ソニー 

832 

83 已 





東芝 

833 

83 巨 





八°ナソニック 

82 色 

829 





ビクター 

822 






曰立 

824 






PHILIPS 

扫 2 已 

843 

844 

84 已 

84 巨 

847 848 


84 白 






ユニデン 

82 己 








fi 


81 


メーカーち リモコンコード 


テレ K (* BS / 地上デジタル放送対応機種） 

アイワ 

294 

27 已 

283 

284 




NEC 

297 

252 

282 





LG/GQLDSTAR 297 

298 

239 

237 




SAMSUNG 

297 

239 

248 

2 已 2 

27 己 



サンヨー 

29 己 

233 

279 

272 

273 

274 212 

シャープ 

208* 

292 

239 

232 

213 



ソニー 

209* 

214* 

2 已 3 





DAEWOO 

297 

298 

224 

227 

228 



東芝 

2] 己* 

292 

22 白 

267 




パィオニア 

268* 

22 白 

23 己 

2 已 4 

2 已已 



パイデザイン 

201 

202 






パナソニック 

21 1* 

234 

23 己 

236 

吕已 3 

288 

ビクター 

286* 

29 白 

246 

247 




曰立 

206* 

297 

239 

242 

243 

2 扫已 

PHILIPS 

298 

22 已 

20 己 





富 ± 通 

290 







フナイ 

277 

278 






二菱 

299* 

297 

2 已 9 

287 




ヤマノ、 

2 □巨* 

2 日日* 

292 

242 

28 已 

287 

' 253 

DVD (ブルー 

レイ、 HD DVD ) プレーヤー/レコー 

，パ— 

( tBS / 地上デジタル放送対応機種） 




アイワ 

巨 48 

649 






オンキ 3— 

巨 32 

633 

634 





ケンウッド 

巨 28 







SAMSUNG 

642 

612 






シでープ 

643* 

691* 

692* 巨 96* 697* 

698* 

ソニー 

644* 

676* 

677 

* 693* 694* 

69 己* 

DAEWOO 

巨已已 







デノン 

巨 23 

624 

682 





東芝 

61 1* 

621* 

631 

* 巨 6 己* 666* 

667* 


634 

色 81 






パイオニア 

673* 

674* 

67 己 

* 巨 8 己* 686* 

687* 


636 

色 37 

色 38 

色 71 




パイデザイン 

678 

679 






パナソニック 

623* 

641* 

巨已 1* 巨己！* 668* 

672* 


682* 

巨 83* 

巨 84* 63 已 



ビクター 

643* 

692* 

627 





曰立 

688* 

689* 

62 巨 





PHILIPS 

69 白 

已 47 

6 已 9 

6 已 9 




フナイ 

625 







MAR 冉 NTZ 

69 白 

659 






三菱 

巨 2 白 







ヤマノ、 

巨 9 白 

622 

623 

647 

6 扫 2 




メーカーち リモコンコード 


ビデオデッキ 

アイワ 

39 色 

397 

398 

329 



NEC 

392 

394 

344 

383 



LG/GOLDSTAR 

39 色 

388 





Orion 

327 






ケンウッド 

392 

394 

39 已 




SAMSUNG 

3 已 4 

3 已 8 

3 已 3 

3 已 4 

3 已己 

366 

サンスイ 

394 






サン 3 — 

393 

336 

3 已 7 




シチズン 

39 色 






シャープ 

39 己 

362 

382 




ソニー 

368 

379 

372 

373 

374 

37 己 

DAEWOO 

328 

334 

33 己 




東芝 

33 己 

389 





TE 冉 C 

392 

394 

397 




パイオニア 

32 己 






八°ナソニック 

32 己 

328 

3 己已 

378 

384 

3 扫己 38 巨 

ビクター 

392 

394 

344 

34 已 

34 已 

347 

曰立 

32 己 

333 

349 

342 

343 


フナイ 

397 






M 冉 R 冉 NT 之 

392 

394 





三菱 

39 白 

344 

348 

359 

353 

3 已 2 

ヤ 7 八 

39 白 

392 

393 

394 




ケーブルテレビチューナー 


本機について 設置.接続ずる 準備ずる 設定ずる 基本操作 



































































































K 障かな？と思った 3 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してち正常に 
動作しない場合や、下記外で異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラ 
グをコンセントから巧いてから、お買上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点に 
お問い合わせください。 

全般 


電源を入れてをすぐに切れてしま5 

原因 

電源コードがしっかり接続されていない。 

巧策 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

参照ページ 

24 

内部マイコンが外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の1氏下によりフ 

U —ズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約30秒後 
にちラー度差し込んでください。 



STANDBY / ON キーを押してを電源び乂 6ない 

原因 

電源コードげしっかり接続されていない。 

对策 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

参照ページ 

24 

内部マイコンびが部電気シヨック(落雷または過度 
の静電気)、または電源電圧の低下によりフ U —ズ 
している。 

コンセントか5電源プラグを抜き、約30秒後に 
ちラー度差し込んでください。 



巧用中に巧然電源び切れる 

原因 

機器内部の温度が上昇したため、保護回路が働さ 
電源び切れた。 

対策 

温度び下げるのを待って （1 時間程度)、電源を入 
れ直してください。 

参照ページ 

ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生し直してください。 

— 


音をが出ない 

原因 

再生機器びしっかり接続されていない。 

対策 

接続を確認してください。 

参照ページ 

セツトアツ 
プガイド、 

18 

再生したいソースげ正し < 選ばれていない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したいソー 
スを正しく選んでくださし、。 

]3、3白 

音量びかさい。 

音量を大をくして < ださし、。 

42 

消音されている。 

U モコンの消音キーまたは音量十/ーキーを押し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

42 

ヴンプ U ング周波数び1白 2 kHz の PCM や MPEG 2 
など、本機で再生できない信号が入力されている。 

本機で再生巧能な信号のソースを再生して<ださ 
し、。または再を機器の設定を変更してくださし、。 

— 

詳細設定「サポート音青」を「それ政外」に設定して 
いる。 

「 YRS -3 日0日」に設定してください。 

63. 64 
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故障かな？と思った 5 


センターチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

センターチヤンネルの音量び絞5れている。 

対策 

センターチヤンネルの音量を調節してください。 

参照ページ 

67 


音ちび突然出なくなる 

原因 

消音された。 

対策 

U モコンの消音キーまたは音量（十/一）キーを巧 
して消音を解除し、音量を調節してください。 

参照ページ 

42 


:クトチヤンネルの音びノイズになる 


原因 


あ5かじめソースにサラウンド効果びかかっている。 


対策 

本機でサラウンド効果をかけないでください。 


参照ページ 


センター、サラウンドち/ちか6音をが出ない 

原因 

ステレオ再生している。 

対策 

ビームモードキーで、「曰ビーム」、 「ST+3 ビー 
ム」、「3ビーム」のいずれかを選択して再生してく 
ださい。 

参照ページ 

43 


十分なサラウンド効まび得6れない 

原因 

本機と DVD プレーヤー/レコーダーやテレビをデ 
ジタル接続している場合に、 DVD プレーヤー/レ 
コーダーやテレビのデジタル出力設定が有効に 
なっていない。 

対策 

DVD プレーヤー/レコーダーやテレビ側の設定 
を確認して < ださし、。 

参照ページ 

U スニングルームが特殊な形状をしている、また 
は本機の設置場所や視聴位置び U スニングルーム 
の左ちの壁の中央か5ずれている。 

本機の設置場所や視聴位置を変更してください。 

16 

ビーム経路上に壁びない。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 


ドルビーデジタルまたは DTS ソフトの再をびでをない(本機のディスプレイの 
ドルビーデジタルまたは DTS インジケーターび点なしない） 

原因 

接続したプレーヤーなどの設定び「デジタル出力」かつ 
「ドルビーデジタルまたは DT 引に設定されていない。 

対策 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正し 
く設定してくださし、。 

参照ページ 

入カモードを 「ANALOG」 に設定している。 

「AUT 日」に設定してください。 

69 


サラウンドち/ちチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

サラウンド左/ちチャンネルの音量びルさい。 

対策 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量を調節してく 
ださし、。 

参照ページ 

67 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った 6 


サブウーファーか6本来の音ながの巧音び出る 

原因 

強い低音成分び連続して含まれるソースを再生し 
たため、保護回路び働を雑音び出た。 

対策 

音量を下げてお楽しみください。 

参照ページ 

42 

詳細設定「サプウーファー設定」で「バス出力」を 
「フ□ント」に設定してある場合、「サブウー 
ファー」に変更してください。 

61 


サブウーファーか6音青び出ない 

原因 

詳細設定「ヴプウーファー設定」で「バス出力」を 
「フ□ント」に設定したまま、ドルビーデジタル、 
DTS および AAC 信号を再生している。 

対策 

「サブウーファー」に設定してください。 

参照ページ 

61 

再生しているソースに LFE や低音信号び含まれて 
いない。 

^^^ 

— 


低音の再を不良 

原因 

ナイトリスニングモードび選択されている。 

対策 

ナイト IJ スニングモードをオフにしてくださし、。 

参照ページ 

50 


テレビ画面にメニユーび表示されない 

原因 

対策 

参照ページ 

ビデオ用ピンケーブルびしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

セットアップガ 
イド、 

20、22 

HDMI ケーブルのみで接続している。 

ビデオ用ピンケーブルを接続してくださし、。 

セッ h アッ 
プガイド 

テレビの入力切誓び正し < 設定されていない。 

テレビの入力を切0誓えてください。 

28 


DVD などの映像が出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

HDMI ケーブルびしっか0接続されていない。 

接続を確認して < ださい。 

セツ h アツ 
プガイド 

テレビの入力切誓び正し < 設定されていない。 

テレビの入力を切0誓えてください。 

— 


本機び正常に作動しない 

原因 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の低下によ〇フ 
リーズしている。 

対策 

AC コンセントか5電源プラグを抜を、約3日秒後 
にちラー度差し込んでくださし、。 

参照ページ 
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故障かな？と思った 5 


U モコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

リモコン操作範囲からがれている。 

本体の U モコン受光部か5目内、角度 3Cr し分 
内の範囲で操作してください。 

26 

受光部に曰光や照明(インバーター堂光口やスト 
□ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電ミ也をすべて交換して < ださい。 

2已 


巧部機器を U モコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

TV/AV/ 丫 SP スイッチび丫 SP 側に設定されてい 
る。 

TV/AV/YSP スイッチを TV/AV 側にスライドさ 
せて < ださい。 

76〜78 

操作する機器び選ばれていない。 

リモコンの入力選択キーを押して、操作したい機 
器を選んでくださし、。 

76〜78 

リモコンコードび正しく設定されていない。 

U モコンコードを設定し直すか、同じ火一力一の 
コードの中か5別のコードを設定してください。 

74 

リモコンコードを正しく設定してち、一力一ま 
たは機器によっては操作でさない場合びありま 
す。 

各機器に付属している U モコンをご使用くださ 
い。 



—の操作中に力ーソルキーの操作びでまない 


原因 

TV/AV/YSP スイツチび TV/AV 側にスライドし 
てしまつに。 


対策 

TV/AV/ 丫 SP スイッチをもう一度 YSP 側にスラ 
イドさせて < ださし、。 


参照ページ 

已已 


デジタル機器や高周波機器か6のな音を受けている 

原因 

本磯とデジタル機器や高周波機器の設置場所が近 
すさみ。 

対策 

本機か5それ5の機器を離してください。 

参照ページ 


9 ソモコン 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 



8已 










































技術/用語解説 

5.1 チヤンネル 


をとをと映画館で臨場感のある音響効果を再現する 
ために開発されたサラウンド-システムです。前ち 
に 3 ch (左、ものステレオ 2 ch + セ U フ用センター 
Ich )、 後方に 2 ch (サラウンド効ま)、さらに超低音 
を出ずための LFE ( n - • フ U クエンシー-エフェク 
卜）と呼ばれるチャンネ J レび用意されています 。 LFE 
はほ音域専用で帯域び狭<、独立した音源には成り 
得ないことから 「 O . lch 」 とカウントされていまず。 


AAC (アドパジスト • 才ーデイオ • コーデイ 
ング） 

デジタル圧縮音声フォーマツトの1つです。主に曰 
本の BS / 地上デジタル放送で採用されていまず。モ 
ノラル音声から最大で7チャンネル音声までを効率 
良く圧縮して記録-伝送でさまず。圧縮動画規格で 
ある MPEG - 2の中で策定されています。 


DTS 

DTS 社び開発したデジタル-サラウンド-フォー 
マット(音声圧縮技術)で、 DVD などに使用されて 
いまず。ドルビーデジタルよりを巧い圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 . Ich サウン 
ドび再生でさるといねれています。 


DTS Neo :巨 

DTS 社び開発した、 2 ch ソースを已 ch 化してサラウ 
ンド再生する技術でず。再生するソースに合わせ 
て、映画用の Neo :已 Cinema モードと音楽用の 
Neo :日 Music モードび用意されていまず。 

EUPHONY 

美しし宿の響きを楽しむという基本コンセプトのも 
と、最新の音響技術フアミリーを駆使して実現した画 
期的な音場再を方式です。自然で臨場感溢れる立体音 
び U スナーをすてさな音の世界に誘います。 

Euphony では入カチャンネル数、再生スピーカー数 
に〜複数スピーカー)や□径などに依存することな 
<、その特性に最適なサラウンド再生び巧能です。ま 
た 、しっかりしたセンター定位を大きな特長となって 
おります。 


HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface Spedfication ) 規格に準じ 
た、な世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
でず。着作権保護技術 (HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、1本のケーブル 
で伝送できます。 


LFE (□- •フ U クエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル-サラウン 
ド-システムでは、通常の已 ch (フル帯域)じ(がに、 
ほ域の効果音のみを出力ずる LFE チャンネ J レび用意 
されています。 20 Hz 〜120 Hz の帯域の重低音を 
補助的に加えることで、迫力や U アル感び加わりま 
ず。 LFE はほ音域専用で帯域び狭く、独立した音源 
には成り得ないことから「0.1 ch 」 とカウントされて 
いまず。 


MPEG 

旧0江業の標準化を図る国際機関）と IE 巳價気•通 
信などの標準化を図る国際機関）び共同で標準化し 
た「動画」および「音声」にかかわるデジタル圧縮規格 
の名称でず。 

MPEG には 、 MPEGK MPEG 2、 MPEG 4 の3つ 
の規格びあります。 MPEG 1の画質は VHS ビデオ並 
みで、ビデオ C □などで利用されています。 

MPEG 2 の画質は S - VH 5 ビデオ並みで、 DVD ビデ 
才などで利用されています。 


PCM (パルス •コー ド•モジ ユレーシヨ ジ） 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換する代表的な方 
式です。 P 巳 M は非常に短く区切つた単位時間あた 
りの信号レベルを符号化（コード化）します。 MP 3 
巧式や ATRAC お式のよ5な圧縮処理を用いないこ 
とから 、 U ニア PCM とを呼ばれています。 CD や 
DVD オーディオの録音ち式などに採用されていま 
す。 
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技術/用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発したデジタル•サ 
ラウンド.フォーマツト(音声圧縮技術)で 、 DVD 
の標準音声お式のひとつとなっています。フォー 
マツトとしては] ch から已 . Ich まで用意されていま 
すび、一般的には前ち 3 ch 、 後ち 2 ch 、 LFE (低域 
効果音) 0. 1 ch の已 . 1 ch でサラウンドを構成しま 
す。各チヤンネルび独立した信号で録音されている 
ため、非常に明瞭な音声で再生することびでさま 
ず。 


ドルビープ□ロジック 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、ステレオ信 
号をサラウンド再生するためのアナ□グ技術です。 
ドルビーサラウンドエン コー ドされている 2 ch ソー 
スを、前ち 3 ch とをち Ich (モノラル)の 4 ch でサラ 
ウンド再生します。 


ドルビープロロジック II 

ドルビープロ□ジックの上位規格で、ステレオ信号 
を已 . 1 ch で再生ずるための技術でず。後ちのサラウ 
ンド ch はステレオ化されているのと同時に、周波数 
特性びフル帯域化されています。再生するソースに 
合わせて、映画用の Movie モードと音楽用の Musi 巳 
モード、ゲーム用の Game モードの3つび用意され 
ています。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


昼本操作 


応用操作 
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主な仕様 


アンプ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA ). 1 12 W 

■ル□径スピーカー部 （1kHz、 1 0%THD, 4n) および 

ウーファー部り00 Hz、 100 /oTHD、4D).62W 

■サブウーファー部 （lOOHz、 100 /oTHD、50)......SOW 


マイク入力端子 

INTELU 日 EAM M に .] 個(マイク入力) 

総合 


スピーカー部 

ルロ径スピーカー .2.8 cm コーン防磁型 

ウーファー .8 cm コーン 

サブウーファー . 1 3 cm コーン 


電源電圧 . AC 100 V 、 已0/己 OHz 

消費電力 .36 W 

待機時消費電力 .0.1 WL ソ下 


寸法(幅 X 高さ X 奥行さ) 


入力端子 

オーディオビデオ、テレビ/チューナー 
(アナ□グ ）（1 V /32 kn ) 
. 2組(アナ□グ音声) 

オーディオテレビ/チューナー 、 DVD 
(光デジタル） . 2個(デジタル音声) 

オーディオ AUX (同軸デジタル） 
.] 個(デジタル音声) 

HDMI AUX、DVD 

. 2個(デジタル音声-映像) 


. 1 600 x 401 X 420 mm 

質量 . 已 9 k 邑 


* 仕様、および外観は、改良のため予告なく 
変更することびありまず。 


出力端子 

ビデオ （ lVf > p /750).] 個 

HDMI .] 個 


お手入れのしかた 

キャビネットを美しく保つため、必ず柔らかい巧で乾拭さするよラにしてください。また、お手 
入れの際は、必ず電源プラグを巧いてください。 

キャビネットに水気のあるちのやアルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤などをかけたり、合 
成洗剤や化学ぞラさんでないたりしないでください。 

色びはげたり、外装び損傷することびあります。 
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索引 


記号 

2チヤンネルソース . 47 

3ビーム . 44 

已ビーム . 43 

A 

AAC . 46 

DTS . 46 

DTS Neo :6. 46 

DUAL . 46 

HDMI .19 

HDMI ケーブル .19 

HDMI コント□-ル機能 . 已3 

HDMI 設定 . 63 

Lch / Rch 位置調整 . 60 

PCM . 46 

ST +3 ビーム . 44 

ァ巧 

インテ U ビーム . 30 

インテ U ビームマイク . 30 

エラーメッセージ . 3已 

音質調整 . 32 

音 M . 42 

音量モード . 已〇 

力巧 

拡張メニュー . 71 

簡易マイクスタンド . 31 


ヴ巧 

サウンド設定 . 

サブウーファー . 

サラウンド再生 . 

サラウンドモード . 

自動設定 . 

詳細設定メニュー . 

初期化 . 

ステレオ再生 . 

ステレオピンケーブル ...... 

ス U —プタイマー . 

設置視聴環境 . 

前面（フ□ントパネル） ...... 

夕行 

ダイナ S ックレンジ . 

タイ S ング . 

デコーダー . 

デコードモード . 

デジタル音声を重 . 

デジタル音声ピンケーブル 

テスト音 . 

デモモード . 

テレビ音量一定モード ...... 

テレビマクロ . 

胃源 . 

電源コード . 

胃池 . 


本機について 


設置•接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 



113804399173 
66443 己 741 己 己 1 


2 2 6 3 2 
6 6 4 6 5 


9 7 
16 


2 

7 


〇 

己 


9 7 4 5 
7 2 2 2 
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索引 


トーンコント□-ル . 

ドルビーデジタル . 

ドルビープ□□ジック . 

ドルビープ□□ジック II . 

ナ巧 

ナイト U スニングモード . 

入力設定 . 

入力選択キー . 

K . 

入カレベル調整 . 

八巧 

背面 ( U ァパネル） . 

ビーム設定 . 

ビーム調整 . 32、 

ビームモード . 

光ファイバーケーブル . 

ビデオ用ピンケーブル . 

表示設定 . 

フ□ントパネル . 

フ□ントパネルディスプレイ . 

マ巧 

マイサラウンド . 

ス J レチチヤン木 J レ . 

にユー . 

^ — —画面 P ス疋 . 

メモ U — . 


ラ巧 


U ァパネル .] 曰 

リモコン . 1 

U モコンコード . 81 

リモコン受光窓 . 13 


61 

46 

46 

46 

已〇 

63 

39 

69 

63 

15 

已7 

58 

43 

19 

19 

66 

13 

14 

45 

46 

28 

66 

36 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ A ホットラインヴービスネットワークは、本磯を末をく、安むしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依觀お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連總くださし、。 


ヤマ AAV 製品の機能や取り扱いに関するおいさわせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せ5れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 


本傑の設置や設定、操作に閲するお巧いさわせ 

■ AV お客様ご相談センター 

法国な風 沒。0570 -01- 1808 

全国どこか b でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 量話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4已 0-3409 

干 430-8 巨已〇静岡県お松市中区中お町1 0-1 

受付：月〜金曜日1日：日日〜18:00 ±曜日10:00〜17:0日 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマパ AV 製品の修理、サービスパーツに関するお BS いをねだ 

■ヤマ八修理ご相談センター 

(全国巧通） SS 0570-012-808 

全国どこか b でお市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (0 日 3) 4巨 3-1 127 

受付：月〜を曜日 9: 日〇〜 18:00 ± 曜日 9:00 〜 17: 日 0 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

修理お持ち込み巧 □ 

受付：月〜金曜日 9:00 〜 17:4 己 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

化ミ毎道 〒日巨 4-8 日43札幌巿中央区南1日条西]了目1 -50 
ヤマノ I センター巧 
FAX (011) 日 12-610 日 

首都圏 干143-日日06東京都大田区平和島 2 T 目1-] 

京ミ兵トラックターミナル内14号棟 A - 己 F 
FAX (03) 己 762-2] 2己 

おお 干43日-00 ] 巨浜松巿東区和田町2日日 

ヤマ从(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)46 吕 -9244 

名古屋 干 454-00 日8名古屋市中 川 区玉川巧 2 T 目 1-2 
ヤマ A (橄名ち匡倉庫 3 F 
FAX ¢0己 2)6 巳 2-0043 

大阪 〒目邑 4-0052 吹田市に芝町1 0-28 

才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (曰 6) 巨330-己已35 

九州 干81 2-8 日08福岡市博を区博を駅前 2 T 目]1 -4 

FAX の 92)472-2] 37 


‘名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ日から1年間でず。 

♦ 保証期間中の修理 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとさ 

修理によって殼品の機能が維持でさる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するたゆの料金です。 

技術をの人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部が等を含む場合をあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場をの費用です。 

別途、駐車料金をいただく場をびあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧ち巧り樓8年でず。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせください。 
《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

参スピーカーの修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりまずので、エージン 
グの差による音色の違いび出る堤合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩拜部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度をは使用環境や使巧時間 
等によって大きく異なります。 

本磯を未ホく安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩詩卽品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ•リレー類、接続端子、ランスベルト、 

ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このぺージは、安をにご使巧いただくために A V 製品全般について記載して 
おります。 

ホ年ご巧用の留品の点巧を！ 


こんな症がはありませんか？ 

i } 0 電源コード’プラグび異常に熱い。 

X rf • ]ゲくさい臭いびする。 

、 ♦ 電源コードに深いキズか変おびある。 
愛情点検 • 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 

♦ 電源を入れてを正常に作動しない。 

参その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してくださし、。 


き故防止のため電源プラグをコンセントから巧を、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店に。目談ください。 


わ7 八株式会社 

干43日-86己日ミ兵松市中区中お町1日-1 
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參 YAMAHA 

POLYPHONY 

YRS- 200 0 セットアップガイド 



接続•操作を行う前に必ず組み立てを行ってください。 安全上のごを意については取扱説明書をご覧ください。 

組み立てを行ったあと、テレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを接続して YRS - 2000のサラウンドサウンドを楽しむま 
での手順を説明します。 


YRS - 2000を組み立てる/設置する 


■ ごミち意 

• 組み立ては必ず2人 LU 上で行ってください。のマークでは 
必ず複数の人で作業して < ださい。 

思わめけびを負った0、本体を傷つけることびあ0まずので、みし 
ておひとりで組み立てを行わないでください。 

• 組み立て後は、安定した場所に設置してください。 

• お手入れは柔らかい巧で乾拭さしてください。アルコール、ベンジ 
ン、シンナーなどは使用しないで < ださい。 

• テレビを設置ずるときは、テレビの取扱説明書に従って転倒防止 
の処置をして < ださい。 


■ 部品の確認 

組み立てには下記の部品び必要でず。ずべての部品びそろつているこ 
とを確認してください。 

参本体 参天板ガラス 



底板 


後板 



0 


支柱 （ X 3) 



句 


H 


棚受けダボ (X 2) 


が 


が(ル） M 4 xi 0 mm •がけ） M 己 x 30 mm 

ち柱用（ XI 2) 底板用 （ X 9) 

取付金具用（ X 巨） ワッシャ ー( X 9) 

け！！！！！！！ 111111111 

目目目目目目目目目 

目目目目目目目目目 


組み立てには©ドライイが必要でず。ご用意くださし、。 

Printed in Malaysia OD WR 03150 [ Ja ] 


■組み立て 

1 . 本体を置く 

平らな床で作業してください。また、本体び傷つかないよラに柔らか 
い巧を敷いて < ださい。 

本体は捆包箱に入っている状態でさかさまになっていまず。そのまま 
箱から取り出し、置いてください。 

サランネットを強<巧ずと傷び付さやずいのでミ主意して<ださい。 



2. ち巧を取り付ける 



3. 中板を取り付ける 



4. 後板を取り付ける 

本体の巧に後板のダボを合わせ、後板を本体にはめ込みまず。 
後板はしっかりとはめ込んでください。 

支柱は底板を取り付けるまで、強度びありませんので 
力を加えないよラにを意して< ださい。 



己.取付金具を取り付ける 

取付金具を後板の切り欠さ部分に通し、後板にネジ（ル）1本で固定 
しまず。左中ち3箇所とち取り付けまず。 



6. 取付金具を固定ずる 

取付金具の前側をネジ（ル）]本で固定しまず。左中ち3箇所とち取 
0付けまず。 



後板および中板のダボに底板の巧を合わせ、底板をはめ込みまず。 
ネジ（大）日本とワッシャ日個で底板を固定しまず。 

底板をのせるときは中板を手で支えてダボをしっかり 



8. ラック本体を表に返ず 

本体を表向さに返しまず。 

背面を支点に回転させまず。その際、支点となる部分や底板び床につ 


2 I テレビと DVD プレーヤー/レコーダーを巧続ずる 


く部分に毛なや座布団を挟み込み、本体や床に傷びつくのを防いでく 
ださい。 



ちな、 

座布団など 


9. 棚板を取り付ける 

の 棚受けダボ2個を後板に取り付け、②棚板を支柱の切り欠さに 
そって横からスライドさせて取り付けまず。このとさ棚板の溝を棚受 
けダボに合わせてのせまず。 



10. 天板ガラスをのせる 

天板ガラスを本体の上にのせまず。天板ガラスは下図の r ガラスミ主意 



11. 設置場所をミ夫める 


本機は音声をビーム化して出力しまず。効果的なサラウンド感を得る 


ため、ビームの経路に家具などの障害物び重ならないよラに設置して 


ください。詳しくは 取扱説明書16ぺージ をご覧ください。 


引さ続さちページと裏ページをご覧になり、接続および設定を行って 


<ださい。 


テレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを YRS- 2000に接続します。 

下記の接続例は、本機の性能を最大限に発揮でさる接続ち法でず。 DVD プレーヤー/レコーダーから出力される映像-音声信号を別売の HDMI ケ 
ーブルを使って伝送ずることにより、 DVD をより高品質な映像や音声でお楽しみいただけまず。 また、テレビからの音声信号を光ファイバーケーブ 
ルで本機に入力ずることによ0、テレビの マルチチヤンネルデジタル音声をお楽しみいただけまず 。 HDMI (外の接続方法については取扱説明書を 
ご覧ください （18 ページ)。 


接続はむ下の順まで行つてください。 


©光ファイバー ケースレ(付属） ④ アナ□グ音声用ステレオピンケーブル(付属) 

(テ レビのデジタ j レ 音声を 本機で再生します） （テ レビのアナ□グ 音声を 本機で再生します） 


〇 HDMI ヶーブル(別売） 

( DVD デジタル 映像を テレビに映しまず） 

好 ビデオ用ピンケーブル(付属） 

(本機のメニュー 画面を テレビに映しまず) 


〇 HDMI ヶーブル(別売） 

( DVD のデジタル 映像/音声を 本機に入力します) 


《お使いになるテ レ ビの光デジタル端子か5ア 
ナ□グ放送などの音声び出力でをない場合に 
のみ接続してください。 


光デジタル 
音声出力 



テレビ 




お使いになるテレビによ 
っては、光デジタル出力端 
子からアナログ放送など 
の音声び出力でをないち 
のびあります。その場合に 
のみ、このアナログ音声出 
力端テの接続を行って< 
ださい。 

光デジタル音声出力端子 
からすべての音声び出力 
されるテレビの場合、この 
接続は必要あ D ません。詳 
しくはテレビの取扱説明 
書をご覧ください。 



YRS - 2000 


〇 


メニューを 
表示するた 
め必要です。 


DVD 入力 AUX 


〇 


1. キャップをがす 



ビデオテレビ.' チューナ ー DVD AUX 

同軸 

出力 -デジタル入力- 


2. 向をを確認して接続する 


光ケーブルは、両端に付 
いているキャップを外し 
(キャップ付をの場合)、 
向をを確認して接続して 
ください。 



TV の音量は 
最ルにして 
<ださい。 



V 


DVD プレーヤー/ 
レコ—夕’_ 


游 




ir 


-u 


互 


AC 100 V 

コンセントへ 


すべての接続び終わるまで、電源プラグを 
コンセントに差し込まないでください。 


か- HDMI 接続した機器を使うとまの手順 


HDMI を使ったコント□—ル機能に対応しているテレビト部を除 <) と本機を HDMI 接続すれば、テレビの U モコンで本機の電源、音量などを操作す 
ることびで去ます。 HDMI コント□ール機能を使ってテレビ U モコンで本機を動作させるには下記手順で設定してください。 

1. HDMI 接続しているずベての機器の電源をオンにずる 

2. HDMI 接続しているずベての機器の設定を確認し、 HDMI コント□—ル機能を有効にずる 
五テレビの電源を一度オフにし、再びオンにずる 
4. テレビの入力切曾を操作し、本機か5の HDMI 出力を選択ずる 

已.本機の入力を 、 DVD レコーダーなどに 切り替えて、 レコーダーの 画像び正しく映るかを確認ずる 
6.テレビ①リモコンで、本機の電源オン/オフや音量の調節、音声出力機器の切り替えをずる 

詳しくは取扱説明書已3ページをご覧ください。 


DVD やテレビを接続 
した5、本機を自動 
設定しまず。裏面へ 
お進み < ださい。 



©2009 YAMAHA CORPORATION All right reserved . 









































































































































































































































































































表面か 5 ①つづを 



YRS - 2000を自動設定し、最適な視聴空間をつくります。 

付属のインテ U ビームマイクを使用して U スニングルームの環境を測定し、各チヤンネルの設定を自動的に調節しまず。 

測定中は大きなテスト音び出力されまず。 ルさなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないで 
<ださい。 


□ 簡易マイクスタンドを組み立てる 

下図4のようにインテ U ビームマイクを簡易マイクスタンド 


の上に置し、て使巧しまず。 



2 





□ インテリビームマイクを実際に視聴する位置に設置する 

簡易マイクスタンドを利用して、 でさるだけ視聴時の耳の高さとなる位置に設置してください。 

《インテ U ビームマイクは本機から 1.8 m 上離し、本機の中む線上に設置してください。また、本機から上下 Imlil 内の高さに設置してください。 

ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物びある場合には、障害物を移動したり、マイクをより高い場所に設置してください。壁に接している家具 
は壁と見なしますので障害物ではあ D ません。 


インテリ ビーム 7イク 


I 


本機の設置高さ 


簡易マイクスタンド 
1 .8 miy 上 



マイクの上限位置 


ImW 内 

Imiy 巧 

視聴位置 

\マイクの下限位置 


インテリビームマイクの位置は視聴する 
とさのちの高さに合わせて < ださし、。 



本機の中む線 


簡易マイクーマイクのに置 

スタンド ぶ|| 


□ U モコンの電源キーを巧す 

本機の電源びオンになりまず。 

操作の前に、 U モコンに電池を入れてください(取扱説明書2已ページ)。 
必要に応じて、本機の音量を調節してください(取扱説明書42ページ)。 



巧 テレビの電源を入れる 

□ テレビの映像入力切替を操作して、 YRS - 2000の映像に切り替える 

「 YRS -2000」 の文宇び画面び表示されます。 

本書の接続例のよラに、「ビデオ用ピンケーブル」を映像入力]に接続した場合は、テレビの映像入力を映像入力]に切り替えまず。 



TV / AV ぺ SP スイッチを YSP 側にスライドさせる 

リモコンが YSP 操作モードに切0替わ0まず。 



□ 自動設定キーを2秒な上巧す 

テレビにちのよラな画面び表示されまず。画面び表おされない場合は、本書 
の接続例の「ビデオ巧ピンケーブル」び正しく接続されているか確認してく 
ださい。 




自動關臟|準備 

マイクを離してください 
7イクを本巧の正面で 1.8 m な上沒し、 
正しい高さに鋪してください 
抑赶こはおよそ汾かかりまず 
游を巧した5觸か卽てください 

快面： f 離 頃る]:中止 


0 な下のことを確認する 

インテリビームマイクについて お部屋の環境について 

-本機の正面に設置されていまずか？ . でさるだけ静かに保たれていまずか？ 

-本機か b 上下](内の高さに設置されていまずか？ 

-本機から ].8 m LU 上離れた場所に設置されていますか？ 


03 お部屋のかに出る準備をする 

お部屋の中にいると、最適な設定び行われない場合びありまず。 
手順 m でミ夫定キーを巧してから] 0秒じ(内にお部屋の外に出 
られるよラに準備をしてください。 


ぶこヒント 

-お部屋の外に出るとさは、本書を一緒にお持ちください。 

-測定中はお部屋の外でお待ちください。 

-測定開始から完了まで 約3 分か かりまず。 

-測定中に自動設定を中止したい場合は、 U モコンの戻るキー 
を押してください。 


ED 巧定キーを巧して自動設定を開始し、 
10砂な巧にお部屋のかに出る 

テレビに「自動設定開始」画面び表示されまず。 10秒じ(内にお部 
屋の外に出てください。 

測定中の項目に従って、画面び自動的に切0替わ0ます。 

測定び終了ずると終了音(チャイム音)び出力され、「測定結果」 
画面び表示されまず。 

「環境チてック•- • [ NG ]」 と表おされた場合は、取扱説明書 
34ページを参照し、再度設定してください。 


ごか-ヒント 

-本機の設置位置により、測定結果表示画面は異なりまず。 

-エラー音（ブヴー音）び出力され、画面にエラーメッセージび表 
おされた場合は、「エラーメッセージとエラー後の操作について」 
(取扱説明書3已ページ）を参照して問題を解みしてください。 
その後、戻るキーを巧して再度設定してください。 



旧 決定キーを巧ず 

「設定終了」画面び表示され、2秒後にメニューび消えまず。 



I 關占幣了しました 


E インテ U ビーム7イクをかす 

自動設定完了でず。マイクは大切に保管してください。 

須赔結果は本機に記憶され、電源を切っても保持されまず。 



音声をサラウンドで楽しむ 


DVD やテレビのデジタル音声をサラウンドで楽しみます。 

DVD プレーヤー/レコーダーおよびテレビの機能や設定、操作については、ご使用の DVD プレーヤー/レコーダーやテレビに付属の取扱説明書をご 
覧< ださい。 


DVD を再生する 


テレビを視聴する 


テレビの映像入力切替を操作して、 

テレビに付属のリモコンで、見たいデ 

DVD の映像に切り替える 

ジタル放送番組を選ぶ 


テレビの音量を最小にしまず。 


TV / AV / YSP スイッチを YSP 側に 
スライドさせる 

リモコンが YSP モードに切り替わ0まず。 



TV / AV / YSP スイッチを YSP 側に 
スライドさせる 

U モコンび YSP モードに切0替わ0まず。 



DVD キーを巧す 

DVD を入力還択しまず。 




DVD プレーヤー/レコーダーで， 
お好みの DVD を再をする 


方 


テレビキーを巧す 

テレビを入力選択しまず。 



み 


本機か6デジタル音声び出ていることを確認する 

フ□ントパネルディスプレイに、 MULTI インジケーターや AAC インジケーター(テレビ視聴時)び点灯しま 
ず用が及説明書 4] ページ)。 

テレビのスピーカーから音声び出ている場合は、テレビを消音してください。 

デジタル音声信号の入力について詳しくは、「デジタル信号の入力を確認ずる」（取扱説明書 4] ページ)をご 
覧< ださい。 


インジケー タ —示 


- MULTI - -- AAC -- 


音量+ /—キーを巧して、音量を調節する 


ビーム モー ドキーを巧して、ビーム モー ドををちする 

ビームモードを変更ずることにより、2チヤンネルステレオ再生から已 . 1チヤンみレのマルチチヤンネル 
再生まで、已種類の再生モードをお楽しみいただけまず。お好みのビームモードをお遇び<ださい。 

ビームモードについては取扱説明書43〜 45.47-49 ページをご覧ください。 


YRS - 2000のサラウンドサウンドはお楽しみいただけましたか？リスニング環境をより詳細に設定したい場合は「本機を 
詳細に設定ずる」(取扱説明書己4ぺージ〜)をご覧ください。 










































































